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清
初
の

「
文
武
相
見
儀
注
」

に
つ
い
て

山序

本

美

緒

lま

じ

め

(
l
)
 

一
七
世
紀
上
海
の
人
、
挑
廷
蓮
は
、
そ
の
回
想
記
『
歴
年
記
」
の
末
尾
で
、
明
末
清
初
の
動
乱
の
前
後
に
お
け
る
枇
舎
の
大
き
な
印
刷
失
化
を
十

(
2
)
 

明
末
に
は
丈
を
重
ん
じ
て
武
を
軽
ん
じ
た
。
例
え
ば
呉
松
線
兵
官
は
松
江
府
理
刑
の
監
督
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
賢
否
珊
(
成
績
評
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五
僚
に
ま
と
め
、
そ
の
な
か
の
一
候
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

債
の
帳
簿
)
は
そ
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
。
故
に
、
武
将
は
細
川
兵
官
の
命
令
に
従
わ
ず
、
固
家
の
蒋
覆
に
至
っ
た
の
だ
。
大
清

の
も
と
政
令
は
一
新
さ
れ
、
提
督
、
総
兵
等
の
官
に
封
し
、
府
や
牒
な
ど
の
正
印
官
(
知
府
・
知
牒
な
ど
の
主
任
官
)
が
面
合
す
る
際
に
は
、

(
3
)
 

掲
帖
(
名
刺
の
一
種
で
、
相
手
の
地
位
が
高
い
場
合
に
用
い
ら
れ
る
)
を
用
い
、
脇
の
門
か
ら
入
り
、
庭
参
の
櫨
(
上
司
に
封
し
て
自
己
紹
介
す
る

際
の
穫
で
、
脆
い
て
拝
趨
あ
る
い
は
叩
頭
を
行
な
っ
て
名
を
名
乗
り
、
相
手
は
立
っ
て
そ
れ
を
受
け
る
)
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た

(
4
)
 

仕
途
樫
統
(
官
界
秩
序
)
の
一
一
続
生
で
あ
る
(
丸
括
弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
説
明
。
以
下
同
様
)
0

こ
こ
で
挑
廷
遺
は
、
明
末
に
は
、
地
方
武
官
の
頂
貼
に
立
つ
線
兵
官
が
、
府
の
属
官
で
あ
る
理
刑
に
成
績
監
査
の
鍵
を
握
ら
れ
、
十
分
な
権

威
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
封
し
清
初
に
は
、
府
や
牒
の
長
官
が
提
督
(
地
方
武
官
の
最
高
官
と
し
て
新
た
に
常
設
化
さ
れ
た
)
と
そ
れ

に
纏
ぐ
総
兵
官
に
封
し
、
属
官
が
上
官
に
釘
す
る
場
合
と
同
様
の
躍
を
取
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、
を
述
べ
て
い
る
。
同
時
代
の
同
じ
く
上
海



の
人
、
葉
夢
珠
も
、
随
筆
「
閲
世
編
』
巻
八
に
お
い
て
明
末
と
清
初
の
官
僚
・
紳
士
相
互
の
交
際
儀
曜
の
饗
化
を
述
べ
、
丈
官
と
武
官
の
聞
の

交
際
儀
穫
に
閲
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

前
朝
(
明
)
で
は
知
府
・
知
牒
が
細
川
兵
に
面
合
す
る
際
、

い
ず
れ
も
封
等
の
穫
を
用
い
、
名
刺
に
は
「
侍
生
」
と
書
き
、
公
文
は
移
舎
を

用
い
た
。
参
持
・
遊
撃
以
下
に
封
し
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
本
朝
(
清
)
の
順
治
(
一
六
四
四
l
六
一
)
初
年
に
至
り
、
知
牒
が
線
丘
ハ

に
面
合
す
る
際
に
初
め
て
名
掲
を
用
い
た
が
、
知
府
は
用
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
松
江
府
で
は
提
督
の
官
職
を
設
け
、
知
府
は
〔
提
督

に
封
し
〕
初
め
て
晩
生
帖
を
用
い
、
府
の
補
助
官
は
初
め
て
街
帖
(
官
職
を
記
し
た
名
刺
)
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
中
略
)
康
照
三

(
一
六
六
回
)
年
に
至
り
、
新
た
に
文
武
相
見
儀
注
を
定
め
、
知
牒
が
丈
武
線
兵
官
に
面
合
す
る
際
に
は
名
掲
を
用
い
、
公
丈
は
杏
呈

(
5
)
 

(
上
行
文
書
の
一
程
)
を
用
い
る
こ
と
と
改
め
、
今
に
至
っ
て
い
る
(
角
括
弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
。
以
下
同
様
)

0

い
ず
れ
も
、
丈
官
と
武
官
と
の
公
式
の
面
舎
の
儀
穫
に
お
い
て
、
明
末
に
見
ら
れ
た
文
官
優
位
の
賦
況
が
清
代
に
至
り
大
き
く
改
め
ら
れ
、
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武
官
の
地
位
が
上
昇
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
今
日
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
国
家
の
定
め
る
煩
墳
な
儀
瞳
規
定
上
の
繁
更
に
過
ぎ

な
い
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
挑
廷
逓
や
葉
夢
珠
に
と
っ
て
は
、
明
清
交
替
の
前
後
の
枇
舎
の
雰
固
試
の
壁
化
を
如
賓
に
反
映
す
る
現
象

の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
私
は
松
江
府
を
中
心
と
す
る
こ
の
時
期
の
枇
曾
嬰
動
の
概
略
を
論
ず
る
な
か
で
、
挑
廷
遅
ら
の
丈
章
に

(
6
)
 

依
擦
し
て
、
清
初
に
お
け
る
丈
官
と
武
官
の
聞
の
地
位
闘
係
の
蟹
化
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
賄
の
再
検
討
を
含
め
、
明
末
清
初
の
官
界
の
交
際

儀
躍
を
改
め
て
考
察
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
葉
夢
珠
の
文
中
に
み
え
る
「
丈
武
相
見
儀
注
」
を
一
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、

王
朝
の
定
め
た
儀
穫
に
重
心
を
置
き
つ
つ
、
明
清
時
代
に
お
け
る
官
界
秩
序
の
嬰
動
の
一
端
を
考
察
し
て
み
た
い
。

清
初
に
お
け
る
「
文
武
相
見
儀
注
」

の
制
定
過
程

本
節
で
は
、
清
初
に
お
け
る
「
丈
武
相
見
儀
注
」
の
制
定
過
程
に
つ
き
、
『
貫
録
」
、
『
合
同
典
」
、
及
ぴ
賓
用
主
日
『
留
青
新
集
」
巻
十
九
所
牧
の
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「
文
武
儀
注
」
な
ど
を
総
合
し
て
検
討
す
る
。
な
お
、
以
下
、
本
稿
で
「
丈
武
相
見
儀
注
」
と
い
う
場
合
、
特
に
注
記
す
る
場
合
を
除
い
て
、
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個
別
の
規
定
で
な
く
、
関
連
の
諸
規
定
の
線
栴
と
し
て
用
い
る
も
の
と
す
る
。

『
賓
録
』
『
舎
典
』
と
も
に
、
「
文
武
相
見
」
の
儀
曜
に
閲
し
て
清
代
最
初
に
出
て
く
る
記
事
は
、
順
治
十
二
(
一
六
五
五
)
年
の
も
の
で
あ

る
。
『
世
組
賓
録
」
巻
九
十
二
、
順
治
十
二
年
七
月
乙
酉
僚
に
は
「
直
省
文
武
官
相
見
稽
を
更
定
せ
ん
こ
と
を
具
奏
す
」
と
あ
り
、
武
官
側
で

は
提
督
線
兵
官
(
以
下
略
し
て
提
督
)
、
線
兵
官
、
副
将
な
ど
、
丈
官
側
で
は
総
督
、
巡
撫
、
巡
按
御
史
・
布
政
使
・
按
察
使
・
道
員
・
知
府
及

(

7

)

(

0

0

)

 

ぴ
府
の
属
員
、
知
州
・
知
牒
な
ど
を
拳
げ
、
各
級
の
武
官
と
文
官
が
相
互
訪
問
す
る
際
の
儀
植
を
ご
く
簡
略
に
記
し
て
い
る
。
順
治
十
二
年
の

(
9
)
 

規
定
の
よ
り
詳
し
い
内
容
は
、
康
町
一
『
大
清
舎
典
』
巻
四
十
七
、
官
員
曜
、
外
官
相
見
儀
、
所
牧
の
同
年
の
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
丈
官
と
武
官
と
の
聞
の
儀
穫
が
必
ず
し
も
官
品
の
上
下
に
麿
じ
て
お
ら
ず
、
文
官
優
位
で
非
封
稽
の
形
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
清
初
に
お
い
て
は
、
丈
官
の
総
督
・
巡
撫
、
武
官
の
提
督
・
総
兵
官
と
い
っ
た
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
官
に
つ
い
て
は

定
品
が
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
総
督
・
巡
撫
が
従
二
品
の
布
政
使
よ
り
も
上
位
に
あ
り
、
提
督
・
栂
兵
官
が
従
二
品
の
副
将
よ
り
も
上
位

(
凶
)

に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
総
督
・
巡
撫
と
副
将
以
下
の
武
官
と
の
聞
で
は
明
確
な
上
下
闘
係
を
一
不
す
儀
躍
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の

に
封
し
、
提
督
と
布
政
使
(
従
二
品
)
・
按
察
使
(
正
三
品
)
・
道
員
(
正
四
品
)
・
知
府
(
正
四
品
)
・
同
知
(
正
五
品
)
・
通
判
(
正
六
日
間
)
な
ど
丈

94 

官
と
の
儀
曜
は
い
ず
れ
も
「
平
行
」
(
封
等
)
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
線
兵
官
の
場
合
は
、
正
七
品
の
知
牒
と
ま
で
平
行
と
さ
れ
る
。
即
ち
、

丈
官
は
武
官
に
比
べ
て
そ
の
品
級
が
相
封
的
に
か
な
り
下
で
も
、
儀
櫨
上
の
差
異
と
い
う
形
で
そ
れ
を
穎
在
化
し
な
い
方
針
が
あ
っ
た
と
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

(
日
)

し
か
し
、
約
半
年
後
の
順
治
十
三
年
二
月
己
未
の
上
論
で
は
、
曜
部
・
吏
部
・
兵
部
に
封
し
、
前
年
の
規
定
の
改
定
案
作
成
が
命
ぜ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
上
識
は

朝
廷
は
文
と
武
の
雨
途
で
人
を
用
い
て
お
り
、
も
と
よ
り
〔
こ
の
両
者
の
聞
で
〕
差
別
す
べ
き
で
は
な
い
。
品
級
を
設
け
て
い
る
の
は
隼

卑
を
排
別
し
差
等
に
麿
じ
た
威
儀
を
明
示
す
る
た
め
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
官
の
職
務
と
闘
わ
る
な
ら
ば
、
そ
の
差
等
を
無
頑
す
る
こ
と

は
更
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
前
、
文
武
各
官
の
相
見
儀
節
を
合
回
議
し
た
際
、
あ
ら
ゆ
る
有
司
が
と
も
に
線
兵
官
や
副
将



と
平
行
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
甚
だ
し
き
は
官
階
七
品
の
官
も
ま
た
彼
等
と
封
等
の
曜
で
接
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
股
が
思
う
に
、
線

督
・
巡
撫
・
線
兵
官
及
び
巡
按
御
史
は
、
と
も
に
〔
皇
帝
の
〕
特
命
に
よ
り
汲
遣
さ
れ
る
者
で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
重
く
、

お
の
ず
と
品

級
の
み
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
州
牒
官
が
と
も
に
一
品
・
二
品
の
武
官
と
封
等
の
穫
で
接
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

殊
に
不
適
切
で
あ
る
。
武
臣
は
鎧
を
つ
け
武
器
を
と
っ
て
遺
境
を
防
衛
す
る
者
で
あ
り
、
も
し
そ
の
地
位
が
軽
ん
じ
ら
れ
れ
ば
、
有
事
の

際
に
必
ず
滞
り
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
文
武
を
並
び
重
ん
じ
る
と
い
う
意
固
に
か
な
う
で
あ
ろ
う
か
。

と
い
う
。
こ
の
上
誌
で
は
、
第
一
に
は
、
品
級
を
よ
り
重
覗
し
て
武
官
の
地
位
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
第
二
に
は
、
総
督
・
巡
撫
・
線
兵
官
及

び
巡
按
御
史
を
特
命
に
よ
り
抵
遣
さ
れ
た
官
と
し
て
特
別
覗
し
、

(ロ)

そ
の
結
果
、
順
治
十
三
年
の
新
規
定
で
は
、
州
豚
官
と
提
督
・
線
兵
官
・
副
将
と
の
聞
の
儀
躍
が
改
定
さ
れ
、
例
え
ば
州
将
官
が
線
兵
官
に

一
般
の
地
方
官
と
匝
別
す
る
こ
と
、
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

面
合
同
す
る
際
、
大
門
の
前
で
輯
や
馬
を
下
り
、
脇
の
門
か
ら
入
り
、
一
一
一
民
(
三
阿
の
深
い
お
辞
儀
)
を
行
い
、
座
席
は
総
兵
官
を
正
面
と
し
て
そ

(
日
)

の
脇
に
座
り
、
往
来
丈
書
も
平
行
(
封
等
)
で
な
く
上
下
関
係
の
丈
書
(
州
懸
か
ら
総
兵
官
へ
は
申
文
、
総
4

矢
(
円
か
ら
は
照
合
)
を
用
い
る
な
ど
、
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線
兵
官
を
上
と
す
る
明
確
な
上
下
の
差
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
康
照
帝
即
位
後
の
順
治
十
八
(
一
ム
ハ
六
一
)
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
「
今
、
丈
武
官
員
の
職
掌
に
つ
き
師
に
分
別

を
行
な
っ
た
の
で
、
相
見
儀
注
に
つ
い
て
も
、
先
に
曾
議
を
行
な
っ
た
部
署
で
合
同
し
て
速
や
か
に
改
め
て
議
論
し
具
奏
せ
よ
」
と
の
上
論
を

受
け
、
改
定
作
業
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
文
武
官
員
の
職
掌
に
つ
き
肢
に
分
別
を
行
な
っ
た
」
と
は
、
同
年
八
月
以
降
、
線
督
や

(
叫
)

巡
撫
な
ど
の
職
掌
に
闘
し
て
整
理
・
明
確
化
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
首
初
礎
部
で
は
、
総
督
と
巡
撫
と
の
問
、
或
い
は

泊
料
兵
と
提
督
と
の
聞
な
ど
、
文
官
相
互
、
武
官
相
互
の
曜
に
関
す
る
定
例
が
未
だ
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
丈
武
聞
の
穫
に
つ
い
て
も
慎
重
に

定
め
る
べ
き
だ
と
考
え
、
各
省
や
総
督
・
巡
撫
・
椋
兵
・
提
督
経
験
者
へ
の
諮
問
を
行
な
っ
て
そ
れ
を
踏
ま
え
た
作
業
を
行
な
う
こ
と
を
提
案

(
お
)

し
た
が
、
そ
の
必
要
無
し
、
と
の
皇
帝
の
旨
を
得
て
、
直
接
に
改
定
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
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康
照
年
聞
に
作
成
さ
れ
た
丈
例
集
で
あ
る
陳
枚
輯
・
陳
穂
裕
増
輯
『
恵
山
閤
増
輯
留
青
新
集
』
(
康
照
四
十
七
二
七
O
八
〉
年
序
。
以
十
『
留
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青
新
集
』
)
に
牧
録
さ
れ
た
「
文
武
儀
注
」
は
、
順
治
十
八
年
の
改
訂
作
業
の
結
果
と
し
て
同
年
十
二
月
十
七
日
に
出
さ
れ
、
翌
日
皇
帝
の
裁
可

を
受
け
た
櫨
部
の
題
本
を
そ
の
ま
ま
牧
録
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、

一
候
ご
と
(
例
え
ば
提
督
と
総
督
と
の
穫
を
一
僚
と
し
、
総
兵
と
総
督
と
の

穫
を
一
候
と
す
る
、
な
ど
)
に
、
「
先
走
云
々
」
と
し
て
先
行
規
定
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
に
封
し
て
「
今
更
議
得
云
々
」
と
し
て
新
し
い
規
定
が

述
べ
ら
れ
る
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
先
行
規
定
と
し
て
奉
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
上
記
の
順
治
十
二
年
な
い
し
十
三
年
の
規
定
を
指

す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
又
、
「
今
更
議
得
」
以
下
の
新
規
定
も
康
照
『
大
清
舎
典
」
な
ど
に
「
〔
順
治
〕
十
八
年
題
准
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い

る
規
定
と
本
来
同
じ
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
貰
際
に
は
、
文
言
に
相
首
の
異
同
が
あ
る
。
も
と
の
規
定
が
「
舎
典
』
に
牧
録
さ
れ
る

際
に
、
か
な
り
修
丈
や
添
削
が
行
な
わ
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
制
定
時
の
原
丈
に
近
い
と
思
わ
れ
る

『
向
皇
円
新
集
」
に

依
擦
し
て
順
治
十
八
年
の
改
定
の
主
要
な
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
文
官
と
武
官
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
す
る
方
向
が
見
て
取
れ
る
。
さ
き
の
順
治
十
二
年
の
規
定
と
十
三
年
の
規
定
を
比
べ
る
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と
、
前
引
の
順
治
十
三
年
二
月
己
未
の
上
識
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
二
年
の
規
定
は
武
官
に
比
し
て
文
官
優
位
の
傾
向
が
あ
っ
た
が
、

十
三
年
の
規
定
で
は
、
そ
の
う
ち
州
豚
官
に
つ
い
て
の
み
改
定
を
行
い
、
武
官
に
封
す
る
州
牒
官
の
地
位
を
大
き
く
引
き
下
げ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
封
し
、
十
八
年
の
規
定
で
は
、

一
方
で
州
牒
官
に
つ
い
て
十
三
年
規
定
を
や
や
緩
和
し
、
州
牒
官
の
地
位
を
若
干
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
他
方
で
、
十
三
年
規
定
で
改
定
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
そ
れ
以
外
の
官
に
つ
い
て
、
武
官
側
の
地
位
を
若
干
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
全

瞳
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
武
官
の
地
位
の
上
昇
に
闘
し
て
言
え
ば
、
奮
規
定
で
は
提
督
が
総
督
に
封

し
上
行
丈
書
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
新
規
定
で
は
そ
れ
を
改
め
て
平
行
丈
書
と
し
、
又
、
線
兵
官
と
線
督
と
の
閥
係
で
は
、
従
来
線

兵
官
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
、
脇
門
を
通
っ
て
入
り
一
一
一
揖
す
る
と
い
っ
た
規
定
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
州
牒
官
の
地
位
の
上
昇
に
つ

(
凶
)

い
て
み
る
と
、
奮
規
定
で
は
、
州
豚
官
が
線
兵
官
を
訪
問
す
る
際
、
脇
の
門
か
ら
入
り
、
脆
い
て
挨
拶
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
新

規
定
で
は
、
正
面
の
門
か
ら
入
る
こ
と
と
な
り
、
脆
穫
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
く
な
っ
た
。

第
二
に
、
文
官
・
武
官
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
際
に
、
武
官
に
つ
い
て
も
文
官
に
つ
い
て
も
、
脆
拝
の
よ
う
な
隷
属
性
の
強
い
穫
が
蕎
規
定
に



比
べ
て
大
き
く
減
少
し
、
上
下
の
別
は
あ
る
に
し
て
も
、
比
較
的
封
等
に
近
い
躍
が
選
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
順
治
十
八
年
の
新
規
定
が
、
葉
夢
珠
の
い
う
「
康
照
三
年
新
定
の
文
武
相
見
儀
注
」
と
ど
の
よ
う
な
闘
係
に
あ
る
の
か
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
康
照
三
年
に
新
し
い
「
丈
武
相
見
儀
注
」
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
、
『
貫
録
』
や
『
曾
典
』

の
な
か
に
は
見
首
た

ら
ず
、
葉
夢
珠
の
引
く
「
康
照
三
年
新
定
の
文
武
相
見
儀
注
」
の
断
片
的
な
内
容
の
な
か
に
は
、
順
治
十
八
年
の
規
定
と
重
な
る
部
分
も
あ
れ

ば
、
同
規
定
に
は
見
ら
れ
な
い
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
聖
租
貫
録
』
巻
七
、
康
照
元
(
一
六
六
二
)
年
十
月
戊
申
の
僚
に
は
、
「
直

隷
各
省
に
駐
笥
す
る
王
及
び
公
、
将
軍
、
督
撫
、
提
督
、
副
都
統
、
線
兵
官
の
文
移
相
見
儀
注
を
定
む
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
順
治
十
八

年
の
丈
武
儀
注
制
定
か
ら
一
年
足
ら
ず
の
こ
と
で
あ
り
、
同
儀
注
を
何
等
か
の
形
で
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
王
、
公
、
将
軍
、

副
都
統
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
文
武
相
見
儀
注
で
扱
わ
れ
た
丈
武
官
職
と
は
別
系
統
の
八
旗
開
係
の
職
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
順

治
十
八
年
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
と
も
考
え
に
く
い
。
こ
の
康
照
元
年
の
儀
注
の
内
容
は
、
清
代
の
各
『
合
同
典
」
に
も
収
録
さ

従
っ
て
、
葉
夢
珠
の
い
う
「
康
回
一
三
年
新
定
の
文
武
相
見
儀
注
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
不
明
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れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
丈
官
と
武
官
と
の
面
舎
の
儀
躍
が
明
代
の
慣
行
と
は
異
な
る
形
で
清
初
に
制
定
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
地
方
の
下
級
知
識
人
に
も
大
き
な
閲
心
を
も
っ
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

「
文
武
相
見
儀
注
」

の
内
容

本
節
で
は
、
主
に
『
留
青
新
集
』
所
載
の
順
治
十
八
年
の
題
本
に
基
づ
き
、
清
初
の
「
丈
武
相
見
儀
注
」
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。
と

は
い
え
、
規
定
の
内
容
を
羅
列
し
て
も
、
煩
頂
な
だ
け
で
あ
ま
り
意
味
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
お
い

(
げ
)

て
、
闘
係
の
上
下
を
示
す
指
標
を
中
心
に
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
首
該
題
本
か
ら
、
若
干
の
例
を
示
そ
う
。
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(A) 

提
督
が
総
督
に
面
曾
す
る
場
合
。



256 

先
の
規
定
で
は
、
提
督
と
総
督
が
面
合
す
る
場
合
、
往
来
丈
書
は
、
線
督
は
笥
子
を
用
い
、
提
督
は
弐
口
呈
を
用
い
る
。
ど
ち
ら
が
訪
問
す

る
場
合
も
中
門
か
ら
入
り
、
提
督
が
総
督
を
訪
問
す
る
際
は
儀
門
の
外
で
馬
を
下
り
、
細
川
督
が
提
督
に
面
舎
に
行
く
場
合
は
、
堂
(
ホ
l

ル
)
の
前
で
輯
を
下
り
る
。
座
席
は
、
総
督
は
上
坐
(
正
面
に
座
る
)
、
提
督
は
芳
坐
(
脇
に
座
る
)
で
あ
る
。
提
督
が
線
管
の
街
を
加
え
ら

(
四
)

れ
て
い
る
場
合
、
総
督
は
左
に
座
り
、
提
督
は
右
に
座
る
。

今
回
の
改
定
で
は
、
面
舎
の
丈
主
目
は
総
督
も
提
督
も
と
も
に
杏
丈
を
用
い
る
。
提
督
が
線
督
の
役
所
に
ゆ
く
場
合
、
総
督
は
儀
門
ま
で
迎

え
に
出
る
。
提
督
は
二
門
の
外
で
輯
・
馬
を
下
り
、
役
所
に
入
る
。
座
席
は
、
線
督
は
中
央
で
正
坐
(
正
面
に
座
る
)
し
、
提
督
は
余
坐

(

刊

日

)

す
る
。
出
迎
え
た
場
所
(
こ
こ
で
は
儀
門
)
ま
で
送
っ
て
ゆ
く
。
総
督
が
提
督
の
役
所
を
訪
問
す
る
際
、
提
督
は
儀
門
の
外
ま
で
迎
え
に

出
る
。
総
督
は
儀
門
で
輔
を
下
り
、
役
所
に
入
る
。
座
席
は
、
総
督
は
中
央
で
正
坐
し
、
提
督
は
余
坐
す
る
。
出
迎
え
た
場
所
ま
で
迭
つ

て
ゆ
く
。

B
 先

の
規
定
で
は
、
州
牒
官
が
惚
兵
官
に
舎
う
場
合
、
大
門
の
外
で
下
馬
し
、
東
の
角
門
(
脇
門
)
か
ら
入
り
、
堂
の
箸
の
下
で
脆
い
て
拝

州
牒
官
が
線
兵
官
に
面
合
す
る
場
合
。

98 

植
を
言
上
し
、
〔
拝
穫
を
〕
克
ぜ
ら
れ
て
茶
房
で
茶
の
接
待
を
受
け
る
。
総
兵
官
は
正
坐
し
、
州
牒
は
安
坐
す
る
。
茶
を
飲
み
終
わ
る
と

(
釦
)

退
出
の
挨
拶
を
し
、
西
の
角
門
か
ら
出
る
。
往
来
丈
書
は
、
細
川
兵
官
は
故
牒
を
用
い
、
州
隠
は
申
丈
を
用
い
る
。
線
兵
官
は
看
奔
し
な
い
。

今
回
の
改
定
で
は
、
州
牒
官
が
線
兵
官
に
合
同
う
場
合
、
大
門
の
外
で
晴
・
馬
を
下
り
、
中
門
を
通
っ
て
役
所
に
入
る
。
座
席
は
線
兵
官
が

正
坐
し
、
州
牒
官
は
弄
ら
で
側
坐
す
る
。
往
来
文
書
は
、
州
牒
官
は
杏
呈
を
用
い
、
総
兵
官
は
照
合
を
用
い
る
。
総
兵
官
は
箸
の
下
ま
で

迭
迎
す
る
。

川
副
将
が
総
督
に
面
曾
す
る
場
合
。

先
の
規
定
で
は
、
副
将
が
総
督
に
合
、
つ
場
合
、
履
歴
手
本
を
用
い
、
披
執
(
披
堅
執
鋭
。
鎧
を
着
て
武
器
を
も
っ
軍
装
を
い
う
)
し
て
お
目
見

一
脆
一
掠
(
脆
い
て
か
ら
丁
寧
な
お
辞
儀
)
瞳
を
行
う
。
退
出
し
着
替
え
て
か
ら
再
度
面
曾
し
、
脆
い
て
奔
躍
を
言
上
す
る
。
克
除

え
し
、



さ
れ
て
も
な
お
、

一
脆
一
揖
曜
を
行
う
。
曜
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
箸
の
下
で
立
っ
た
ま
ま
、
端
の
方
に
立
っ
て
茶
を
振
舞
わ
れ
る
。
曜
を

行
な
っ
て
茶
の
接
待
に
謝
意
を
表
し
、
退
出
し
て
か
ら
端
の
方
に
立
っ
て
三
朗
を
行
う
。
府
の
街
の
無
い
者
は
茶
を
振
舞
わ
れ
な
い
。

今
回
の
改
定
で
は
、
副
将
・
参
将
・
掌
印
都
司
が
総
督
に
曾
う
際
は
、
履
歴
手
本
を
用
い
る
が
、
脆
植
や
披
執
は
と
も
に
克
除
さ
れ
る
。

大
門
で
馬
を
下
り
、
角
円
か
ら
入
る
。
線
督
は
、
箸
の
下
ま
で
迭
迎
す
る
。

こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
瞳
系
的
な
書
き
方
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

い
く
つ
か
の
指
標
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
上
下
関

係
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
に
、
訪
問
先
街
門
へ
の
出
入
り
の
仕
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
①
輯
や
馬
を
下
り
る
位
置
、
②

訪
問
相
手
が
ど
こ
ま
で
送
迎
に
出
る
か
、
③
ど
の
円
か
ら
入
る
か
。
第
二
に
、
面
舎
時
の
諸
規
定
、
即
ち
、
服
装
ゃ
、
進
見
・
退
出
の
際
の
挨

拶
の
雄
、
座
席
な
ど
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
具
瞳
的
に
は
、
①
(
武
官
の
場
合
)
軍
装
で
あ
る
か
否
か
、
②
挨
拶
の
曜
、
③
座
席
の
位
置
、

す
書
類
、

の
雨
者
が
あ
る
。
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な
ど
が
あ
る
。
第
三
に
、
往
来
の
丈
書
の
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
①
公
丈
の
往
来
に
用
い
ら
れ
る
丈
書
、
②
面
舎
の
際
に
差
し
出

こ
れ
ら
の
要
素
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
訪
問
す
る
側
と
さ
れ
る
側
と
の
上
下
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。
以
下
、
順
次
見
て
ゆ
き
た
い
。

① 

輯
や
馬
を
下
り
る
位
置

輯
や
馬
を
下
り
る
場
所
が
面
舎
を
行
な
う
場
所
か
ら
遠
い
ほ
ど
、
即
ち
外
側
の
円
で
あ
る
ほ
ど
、
訪
問
者
側
の
地
位
の
相
封
的
低
さ
が
一
不
さ

れ
る
。
逆
に
、
正
堂
(
大
ホ
1
ル
)
の
前
ま
で
乗
り
付
け
る
こ
と
は
、
訪
問
者
の
地
位
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ラ
ン
ク
は
、
内
側

か
ら
、

a.
正
堂
の
庇
の
前
、

b
.
儀
門
の
内
、

c.
儀
門
の
外
、

d
.
二
門
の
外
、

e.
大
門
の
外
、
と
し
て
一
不
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大

門
は
、
街
路
に
面
し
た
正
円
で
あ
り
、
儀
門
と
は
、
街
門
の
中
心
匿
書
寸
即
ち
大
堂
及
び
そ
の
前
庭
を
含
む
一
匿
書
一
に
入
る
た
め
の
正
面
の
門

で
あ
る
。
二
門
は
、
大
門
と
儀
門
の
間
に
あ
る
門
と
考
え
ら
れ
る
。

A
と
B
・
C
を
比
べ
れ
ば
、
こ
の
ラ
ン
ク
の
相
遣
を
は
っ
き
り
と
見
て
取
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る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



258 

② 

法
迎
の
仕
方

こ
の
問
題
は
、
訪
問
者
が
ど
こ
で
輯
や
馬
を
下
り
る
か
に
も
閲
わ
る
が
、
遠
く
ま
で
迭
迎
さ
れ
る
こ
と
が
訪
問
者
の
相
封
的
地
位
の
高
さ
を

示
す
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
そ
の
ラ
ン
ク
は
、

a.
儀
門
の
外
ま
で
、

b
.
儀
門
ま
で
、

c.
階
段
の
下
ま
で
、

d 

テ
ラ
ス
の
端
ま
で
、

e.
膳
堂
の
庇
の
と
こ
ろ
ま
で
、

f
.
膳
堂
の
出
入
り
口
ま
で
、
と
い
っ
た
形
で
細
か
く
分
け
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
、

B
の
奮
規
定
の
よ
う
に
、

全
く
迭
迎
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

A
か
ら

C
の
例
に
は
い
ず
れ
も
、
迭
迎
の
ラ
ン
ク
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ー
ー
③
ど
の
門
か
ら
入
る
か

上
記
の
例
で
は
、

A
の
奮
規
定
、

B
の
新
規
定
が
「
中
門
よ
り
入
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

B
の
奮
規
定
と

C
の
新
規
定
が
「
角
門
よ
り
入

る
」
と
さ
れ
て
い
る

o
A
の
新
規
定
と

C
の
奮
規
定
で
は
、
門
に
閲
す
る
規
定
は
な
い
が
、
前
後
か
ら
類
推
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
門
と
角
門
で

あ
ろ
う
。
「
角
門
」
は
、
左
右
(
束
凶
)
雨
側
に
あ
る
脇
の
門
を
指
し
、
中
門
と
は
、
脇
の
門
と
封
比
し
て
中
央
の
円
か
ら
入
る
こ
と
を
指
す
。
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上
に
述
べ
た
下
馬
の
場
所
や
迭
迎
の
仕
方
が
、
場
所
の
相
違
に
よ
る
細
か
い
ラ
ン
ク
づ
け
を
件
、
つ
の
に
封
し
、
ど
の
門
か
ら
入
る
か
と
い
う
問

題
は
、
中
円
か
ら
入
る
か
角
門
ご
般
に
角
門
を
山
い
る
場
合
は
東
角
門
か
ら
入
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
東
西
に
よ
る
上
下
は
な
い
よ
う
で
あ
る
)
か
ら

入
る
か
の
二
項
封
比
で
あ
り
、
角
門
か
ら
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
脆
拝
植
な
ど
の
隷
属
性
の
強
い
穫
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

即
ち
、
中
門
か
ら
入
る
場
合
と
異
な
り
、
角
門
か
ら
入
る
場
合
は
一
種
の
隷
層
的
な
感
畳
を
件
、
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

後
に
や
や
詳
し
く
遮
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

E 

① 

服
装

服
装
の
相
違
は
、
「
披
執
」
即
ち
軍
装
で
面
合
冒
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
武
官
に
関
係
す
る
。
上
記
の
例
で

は、

C
が
こ
れ
に
関
わ
る
。
奮
規
定
で
は
、
副
将
以
下
の
武
官
が
総
督
・
巡
撫
に
面
合
す
る
場
合
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
軍
装
に
関
わ
る
規
定
が

あ
る
が
、
新
規
定
で
は
い
ず
れ
も
克
除
さ
れ
て
い
る
。
軍
装
の
意
味
は
、
車
な
る
上
下
の
差
等
を
示
す
と
い
う
よ
り
は
、
地
方
丈
官
の
ト
ッ
プ

(
江
)

と
し
て
軍
務
も
含
め
た
統
轄
を
行
な
う
総
督
、
及
ぴ
そ
れ
に
準
ず
る
職
務
を
負
う
巡
撫
に
封
し
、
そ
の
監
督
を
受
け
る
武
官
の
側
の
、
被
統
轄



者
と
し
て
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
「
披
執
」
の
規
定
と
脆
拝
な
ど
の
隷
属
的
曜
と
は
往
々
に
し
て
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、

一
種
の
属
官
に

似
た
立
場
が
そ
こ
に
想
定
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
軍
装
で
の
面
舎
は
、
首
時
、
強
い
隷
属
性
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、

や
や
後
の
こ
と
と
な
る
が
、
嘉
正
帝
が
薙
正
四
(
一
七
二
六
)
年
の
上
識
で
、
年
葉
亮
ら
「
不
宵
の
督
撫
」
の
裾
倣
と
そ
れ
に
お
も

ね
る
「
不
宵
の
提
鎮
(
提
督
・
総
兵
)
」
の
卑
屈
さ
を
批
判
し
て
、
「
提
鎮
等
を
奴
隷
の
如
く
見
な
し
、

(ロ)

云
々
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
「
披
執
」
が
首
時
の
人
々
に
「
奴
隷
」
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

つ
ね
に
披
執
し
て
準
見
迭
迎
せ
し
め
」

E 

② 

挨
拶
の
瞳

面
舎
に
際
し
て
の
挨
拶
の
曜
は
、
最
も
明
確
な
形
で
相
手
と
の
関
係
を
表
示
す
る
身
盟
儀
曜
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
穫
は
、
脆
い
て
手
を
床

に
つ
け
、
頭
を
下
げ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
脆
拝
櫨
と
、
立
っ
た
ま
ま
頭
を
下
げ
た
り
手
の
動
作
を
行
な
っ
た
り
す
る
拍
立
曜
と
に
大
別
さ
れ

る
。
清
初
の
「
丈
武
相
見
儀
注
」
に
お
い
て
は
、
脆
秤
曜
と
し
て
は
、
「
一
脆
三
叩
曜
(
一
回
脆
い
て
三
同
町
頭
す
る
)
」
や
「
四
叩
」
な
ど
、
描

の
ほ
う
が
上
下
関
係
の
強
さ
を
表
し
て
お
り
、
本
稿
目
頭
に
引
用
し
た
挑
廷
謹
の
文
章
中
に
見
え
る
「
庭
参
」
は
、
属
官
が
上
司
に
お
日
通
り
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立
曜
と
し
て
は
、
「
三
揖
」
「
一
揖
」
な
ど
、
そ
し
て
雨
者
の
結
び
つ
い
た
も
の
と
し
て
、
「
一
脆
一
揖
躍
」
な
ど
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
脆
拝
瞳

を
す
る
際
の
躍
で
、
脆
拝
な
い
し
叩
頭
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
た
だ
、
直
接
の
統
属
関
係
を
除
け
ば
、
こ
の
よ
う
な
躍
を
行
な
う
場
合

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
「
丈
武
相
見
儀
注
」
に
お
い
て
は
、
主
に
武
官
が
線
督
な
ど
統
制
権
を
も
っ
丈
官
に
面
合
目
す
る
場
合
に
限
ら
れ
、
特

に
脆
拝
曜
の
克
除
が
基
調
と
な
っ
た
順
治
十
八
年
の
新
規
定
で
は
、
千
線
ク
ラ
ス
の
下
級
武
官
が
総
督
・
巡
撫
に
面
曾
す
る
場
合
に
「
一
脆
三

叩
躍
」
な
ど
が
残
っ
て
い
る
に
過
、
ぎ
な
い
。
上
掲
の
例
で
は
、

B
と
C
の
奮
規
定
に
脆
曜
が
見
ら
れ
る
。

E 

③ 

座
席
の
位
置

C
の
例
に
見
え
る
よ
う
に
、
上
下
聞
係
の
強
い
場
合
は
、
下
位
の
者
が
そ
も
そ
も
着
席
を
許
さ
れ
ず
侍
立
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く

の
場
合
は
、
隻
方
が
着
席
し
て
茶
を
飲
ん
だ
り
言
葉
を
交
わ
し
た
り
す
る
。
そ
の
場
合
の
座
席
の
位
置
が
、
隻
方
の
相
封
的
地
位
を
現
す
重
要
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な
要
素
で
あ
る
。
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を
、
「
侍
坐
」
「
側
坐
」
「
芳
坐
」
「
余
坐
」
な
ど
と
い
う
。
地
位
の
差
が
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
が
訪
問
し
て
も
、
同
じ
座
り
方
、
即
ち
、
地
位

基
本
的
に
、
地
位
の
高
い
者
が
中
央
正
面
に
座
り
(
「
一
止
坐
」
「
居
中
正
坐
」
な
ど
と
い
う
)
、
そ
れ
に
封
し
て
地
位
の
低
い
者
が
脇
に
座
る
こ
と

の
高
い
方
が
中
央
に
座
り
低
い
方
が
脇
に
座
る
と
い
う
形
に
な
り
、
ど
ち
ら
が
客
で
あ
る
か
よ
り
も
地
位
の
差
が
優
先
さ
れ
る
。
ほ
ぼ
封
等
で

れ
る
の
で
、

あ
る
場
合
は
、
中
央
と
側
面
で
な
く
、
右
と
左
に
封
座
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
場
合
、
左
(
東
)
の
ほ
う
が
地
位
が
高
い
と
さ

A
の
奮
規
定
の
例
に
見
え
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
が
左
に
座
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
て
い
る
。

E 

① 

公
文
の
往
来
に
用
い
ら
れ
る
文
書

こ
こ
で
は
、
順
治
十
八
年
の
新
規
定
に
み
ら
れ
る
往
来
文
書
の
種
類
を
、
門
下
行
丈
書
〕
〔
上
行
丈
書
〕
〔
平
行
丈
書
〕
に
分
類
し
て
、
整
理

し
て
お
く
。
こ
れ
ら
公
丈
の
種
類
に
見
ら
れ
る
上
下
関
係
は
、
相
見
儀
曜
に
見
る
上
下
関
係
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ

(
お
)

ぼ
照
廃
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
下
行
丈
書
〕
平
行
に
近
い
順

(

社

)

(

お

)

総
督
↓
総
兵
官
、
提
督
↓
司
遁
、
総
兵
官
↓
府
層
、
総
兵
官
↓
州
牒
、
副
将
↓
州
牒
、
巡
撫
↓
副
将
、
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月早笥照
票付舎

提
督
↓
府
属
、
提
督
↓
州
牒
、
巡
撫
↓
参
将
・
遊
撃
、
巡
撫
↓
都
司

巡
撫
↓
守
備
・
千
線
等

〔
上
行
文
書
〕
平
行
に
近
い
順

〔
平
行
文
書
〕 細

川
兵
官
↓
線
督
、
司
遁
↓
提
督
、
府
臆
↓
線
兵
官
、
州
牒
↓
線
兵
官
、
副
将
↓
巡
撫
、

杏
h
主

牒
呈

府
醸
↓
提
督
、
州
牒
↓
副
柏
村
、
参
将
・
遊
撃
↓
巡
撫
、

申
:丈

州
牒
↓
提
督
、
都
司
・
守
備
・
千
泊
料
↓
巡
撫

杏
:文

総
督
↑
↓
提
督
、
提
督
↑
↓
巡
撫
、
総
兵
官
↑
↓
巡
撫
、
総
兵
官
↑
↓
司
道
、
参
将
・
遊
撃
↑
↓
布
政
使
・
按
察
使



手
本

参
将
・
遊
撃
↑
↓
各
遁
・
分
司
・
運
司
、
都
司
↑
↓
布
政
使
・
按
察
使
、
副
将
↑
↓
布
政
使
・
按
察
使
、
副
将
↑
↓
各
道
、
副
将
↑

↓
府
属
、
参
将
・
遊
撃
↑
↓
府
鷹
・
州
牒

』、

岡

都
司
↑
↓
府
膳
・
州
牒

E 

② 

面
合
国
の
際
に
差
し
出
す
書
類

面
舎
の
際
に
差
し
出
す
書
類
と
し
て
清
初
の
「
丈
武
相
見
儀
注
」
に
翠
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
各
種
の
「
手
本
」
で
あ
る
。
同
目
頭
の
引
用

文
で
葉
夢
珠
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
首
時
、
官
僚
相
互
の
交
際
に
「
名
帖
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
名
刺
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
清
初
の
「
文
武
相
見
儀
注
」
で
は
、
「
名
帖
」
の
用
い
方
に
閲
す
る
指
示
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地
位
が
下
の
者
が
上
の
者
に
針

し
て
出
す
正
式
な
自
己
紹
介
の
書
類
で
あ
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
も
っ
ぱ
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

E
ー
①
の
平
行
丈
書
の
な
か
に
「
手

本
」
と
あ
る
よ
う
に
、
面
舎
の
場
合
以
外
の
日
常
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
手
本
も
あ
る
が
、
本
項
で
遮
べ
る
手
本
は
、
自
己
紹
介
の
目
的
で
面

順
治
十
八
年
の
新
規
定
を
例
に
取
る
と
、
そ
の
よ
う
な
「
手
本
」
と
し
て
、
「
履
歴
手
本
」

(
C
を
参
照
)
と
「
官
街
手
本
」
と
の
二
種
が
翠
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舎
の
際
に
用
い
ら
れ
る
手
本
に
限
る
こ
と
と
す
る
。

げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
現
在
の
官
職
と
と
も
に
、
年
齢
、
出
身
地
、
科
奉
の
合
格
拭
況
な
ど
を
書
く
も
の
で
、
副
将
・
参
将
・
遊
撃
や
そ

れ
以
下
の
武
官
が
線
督
に
面
舎
す
る
際
に
用
い
る
も
の
と
さ
れ
る
。
後
者
は
、
現
在
の
官
職
と
名
前
の
み
を
書
く
も
の
で
、
州
牒
官
が
副
将
に

(
お
)

面
合
す
る
場
合
、
守
備
な
ど
の
武
官
が
布
政
使
・
按
察
使
・
這
員
な
ど
に
面
合
す
る
場
合
な
ど
に
用
い
る
も
の
と
さ
れ
る
。
雨
者
の
相
違
は
、

地
位
の
上
下
に
関
わ
る
と
い
う
よ
り
は
、
統
轄
を
受
け
る
闘
係
で
あ
る
か
否
か
に
閥
わ
り
、
統
轄
関
係
に
あ
る
場
合
、
内
容
の
よ
り
詳
し
い
履

手
本
を
用

回
除
手
本
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
直
属
の
丈
官
相
互
の
面
舎
に
関
わ
る
後
の
時
期
の
規
定
で
は
、
初
め
て
の
面
舎
に
は
履
歴

(
幻
)

日
常
の
面
舎
に
は
官
街
手
本
を
用
い
る
、
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
最
初
に
詳
し
い
自
己
紹
介
を
行
な
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え
ば
後
は
簡
単
で
よ
い
、
と
い
う
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)

手
本
の
形
賦
は
、
紅
紙
を
蛇
腹
型
に
折
り
た
た
ん
で
六
頁
と
し
、
黒
色
(
明
代
の
も
の
は
青
色
で
あ
っ
た
ら
し
い
)
の
紙
を
貼
り
附
け
て
表
紙
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と
し
た
も
の
で
あ
る
。
名
帖
の
形
状
と
比
べ
る
と
、
名
帖
の
な
か
の
全
帖
穴
枚
の
み
の
車
帖
に
封
比
し
て
、
折
り
た
た
ん
で
六
頁
と
し
た
も
の
を
い

(
却
)

う
)
に
近
い
が
、
表
紙
が
つ
い
て
い
る
酷
が
異
な
る
。
ま
た
内
容
的
に
見
れ
ば
、
名
帖
の
場
合
は
、
「
晩
生
」
「
侍
生
」
な
ど
の
抽
象
的
な
白
稽

と
名
前
を
書
く
の
み
で
あ
り
、
私
的
交
際
も
含
め
て
唐
く
用
い
ら
れ
る
の
に
釘
し
、
手
本
は
官
職
・
履
歴
な
ど
官
界
で
の
客
観
的
な
肩
書
き
を

書
い
て
お
り
、

よ
り
公
式
性
が
強
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、
公
的
な
関
係
で
は
手
本
、
私
的
交
際
で
は
名
帖
、
と
い
っ
た
明
確
な
使

い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
貼
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

本
節
で
以
上
検
討
し
た
内
容
に
基
づ
き
、
清
初
「
文
武
相
見
儀
注
」
の
概
略
的
特
色
を
ま
と
め
て
お
く
。

第
一
に
、
文
・
武
聞
の
地
位
の
是
正
と
い
う
意
固
に
閲
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
制
定
の
主
要
な
問
題
関
心
が
文
官
と
武
官
と
の
地
位

関
係
の
明
確
化
に
あ
り
、
前
節
所
引
の
順
治
十
三
年
二
月
の
上
識
に
「
武
臣
の
:
:
:
地
位
が
軽
ん
じ
ら
れ
れ
ば
、
有
事
の
際
に
必
ず
滞
り
が
生

104 

じ
る
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
武
官
の
地
位
の
低
さ
が
園
防
に
輿
え
る
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
武

(
別
)

官
を
軽
ん
じ
て
園
家
の
滅
亡
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
明
の
敬
訓
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
乱
の
影
響
の
残
る
昔
時
に
お
い
て
、
武
力
を
以
て
地
方
を

掌
握
す
る
武
官
の
権
威
が
高
ま
っ
て
い
た
現
賓
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
賓
際
の
規
定
の
内
容
は
必
ず
し
も
、
挑
廷
遊
ら
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
武
官
の
地
位
と
丈
官
の
地
位
を
急
激
に
轄
換
さ
せ
、
丈
官

を
従
属
的
な
地
位
に
庇
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
挑
廷
蓮
が
「
提
督
、
線
兵
等
の
官
に
封
し
、
府
や
牒
な
ど
の
正
印
官
が
面
合
目
す

る
際
に
は
、
掲
帖
を
用
い
、
脇
の
門
か
ら
入
り
、
庭
参
の
躍
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
内
容
を
賓
際
の
清
初
の
「
文
武
相
見

儀
注
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
れ
に
類
す
る
内
容
の
存
在
は
順
治
十
三
年
規
定
に
確
か
に
窺
わ
れ
る
も
の
の
、
順
治
十
八
年
の
新
規
定
で
は

州
牒
官
の
提
督
・
線
兵
官
に
釘
す
る
脆
拝
曜
は
取
り
消
さ
れ
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
脆
奔
曜
は
む
し
ろ
、
武
官

と
上
位
の
文
官
と
の
聞
に
お
け
る
穫
に
限
定
さ
れ
た
。
明
末
に
武
官
が
一
般
文
官
に
封
し
従
属
的
な
穫
を
取
っ
て
い
た
慣
行
(
後
述
)
か
ら
み

れ
ば
、
確
か
に
清
初
の
「
丈
武
相
見
儀
注
」
に
お
い
て
武
官
の
地
位
は
上
昇
し
て
お
り
、

そ
れ
は
大
き
な
嬰
化
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、



文
官
の
地
位
を
こ
と
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
と
い
う
意
固
が
清
朝
中
央
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
「
丈
武
相
見
儀
注
」
の
な
か
で
扱
わ
れ
る
上
下
関
係
の
全
瞳
像
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
文
武
相
見
儀
注
」
の
内
容
の
検
討
を
通
じ
て
、

概
略
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
上
下
関
係
の
諸
類
型
は
、
什
特
段
の
規
定
の
な
い
封
等
の
関
係
(
平
行
関
係
)
、
口
地
位
が
そ
れ
ほ
ど
懸
隔
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
上
下
の
差
等
が
あ
る
聞
係
(
差
等
的
関
係
)
、
日
属
官
に
類
す
る
明
確
な
上
下
関
係
(
従
属
的
関
係
)
、

の
三
者
で
あ

る
日
の
場
合
、
下
馬
の
位
置

(
I

①
)
や
公
文
の
種
類

(
E

①
)
な
ど
に
差
が
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
口
と
異
な
っ
て
臼
を
鋭

く
特
徴
づ
け
る
も
の
は
む
し
ろ
、
ど
の
門
か
ら
入
る
か

(
I

③
)
、
服
装

(
E

①
)
、
挨
拶
の
曜

(
E

②
)
、
面
舎
の
際
に
差
し
出
す
書
類

(

E

|
②
)
と
い
っ
た
要
素
で
あ
る
。
即
ち
、
脇
円
か
ら
入
り
、
(
武
官
の
場
合
)
軍
装
し
、
「
手
本
」
を
差
し
出
し
、
脆
拝
に
類
す
る
躍
を
行

ぅ
、
と
い
っ
た
要
素
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
、
従
属
的
な
関
係
が
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
下
級
武
官
が
総
督
に
面
合
す
る
場
合
が
そ
の
典
型
で

そ
れ
に
封
L
、
口
の
場
合
は
基
本
的
に
、
中
門
か
ら
入
り
、
軍
装
は
な
く
、
「
手
本
」
を
用
い
ず
、
脆
奔
に
類
す
る
穫
は
行
な
わ
な
い
。
そ
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あ
る
。

の
か
わ
り
、
輯
や
馬
を
下
り
る
位
置
(

I

|

①
)
、
迭
迎
の
仕
方
(

I

|

②
)
、
座
席
(

E

|

③
)
な
ど
に
よ
っ
て
、
上
下
の
差
異
が
細
か
く
可
覗

化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
闘
係
の
典
型
は
、
提
督
・
線
兵
官
な
ど
の
高
級
武
官
と
各
種
丈
官
と
の
聞
に
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
付
の
平
行
闘
係
は
、
特
段
の
規
定
な
く
、
例
え
ば
「
線
兵
官
と
巡
撫
と
が
面
舎
す
る
場
合
は
、
と
も
に
賓
主
の
穫
を
行
い
、
往
来
丈

(
担
)

書
は
と
も
に
杏
丈
を
用
い
る
」
と
書
い
て
あ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
高
級
武
官
・
丈
官
相
互
の
関
係
、
中
・
下
級
丈
武
官
相
互

の
関
係
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
る
。

州
豚
官
と
提
督
・
線
兵
官
と
の
閲
係
を
例
に
取
れ
ば
、
順
治
十
二
年
規
定
で
は
ほ
ぼ
平
行
ハ
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
十
三
年
規
定
で
は
臼
に
近

い
位
置
づ
け
と
な
り
、
十
八
年
規
定
で
は
、
か
な
り
上
下
の
差
は
あ
る
も
の
の
口
の
範
固
に
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
口
と
臼
は
必
ず
し
も
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連
一
績
的
に
並
べ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

い
わ
ば
「
同
列
の
な
か
の
差
異
」
か
「
従
属
」
か
、
と
い
う
質
的
な
相
違
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
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表:品級と儀曜の関係

(正一) (正二) 従二 正三 正三 従三 正四 従四

提督 総兵 副将 参』寄 都司 遊撃 守備 千線

(正二) 総督 2 2 3 3 3 3 3 3 

(従二) 巡撫 2→ー 3→2 3→2 3→2 3→2 3→2 3 

や一とーー 布政使 一→E 一→E 3→2 * 
正三 按察使 一→E 3→2 * 
正四 遁員 一→E 3→2 * 
正四 知府 一→E 一→H 3→一 * 
L五五 同知 一→E 一→E 3→ー * 
従五 知州 皿→E 皿→E E * 
正六 ;亘宇J 会→E 会→E 3→ * 
正七 知牒 皿→E 皿→E E * 
注・*がついているものは.r留青新集』に記載がないことを示す。
「線兵」は「鎮守線兵J.I都司」は「掌印都司J.I千線jは「守禦所千線」の品級を示す。
網掛けの部分は品級が劉等であることを示す。網掛け部分をつなぐ線を表上に想定することが

できるが，ここではそれを伎に「品級針懸線」と稀する。

首
事
者
の
白
隼
心
に
輿
え
る
影
響
に
も
大
き
な
遣
い
が
あ
っ
た
と
想
像
さ

れ
る
。第
三
に
、
官
僚
の
品
級
と
儀
謹
上
の
上
下
と
の
闘
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

紋
迷
が
煩
理
と
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
と
り
あ
え
ず
上
記
の
い
門
口
白
の
分

類
を
用
い
、
順
治
十
八
年
規
定
に
お
け
る
儀
謹
上
の
上
下
と
品
級
と
の
闘

係
を
示
す
表
を
作
成
し
た
。
「
こ

は
平
行
闘
係
で
、

「

2
-
H
」
と

「
3
-
E
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
差
等
的
関
係
と
従
属
的
関
係
を
示
す
が
、
算

用
数
字
の
場
合
は
文
官
優
位
、

ロ
ー
マ
数
字
の
場
合
は
武
官
優
位
の
そ
れ

を
表
し
て
い
る
。
縦
の
欄
は
丈
官
を
品
級
順
に
並
べ
、
横
の
欄
は
武
官
を
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品
級
順
に
並
べ
て
あ
る
。
な
お
、
前
述
の
如
く
、
線
督
・
巡
撫
、
提
督
・

細
川
兵
官
と
い
っ
た
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
官
僚
に
つ
き
品
級
が
定
め
ら
れ
る
の

は
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
留
青
新
集
」
巻
十
九
、
古
今
官
制
、

で
は
、

こ
れ
ら
の
官
に
つ
い
て
も
品
級
を
示
し
て
い
る
の
で
、
康
照
年
聞
の
人
々

の
感
覚
を
あ
る
程
度
表
す
も
の
と
考
え
、
便
宜
的
に
括
弧
を
つ
け
て
記
入

し
た
。例
え
ば
、
正
二
品
の
総
督
と
従
二
品
の
副
将
の
相
見
儀
穫
に
お
い
て
は
、

入
る
門
や
用
い
る
書
類
な
ど
に
丈
官
(
総
督
)
優
位
の
従
属
的
関
係
が
見

ら
れ
る
の
で
、
縦
横
雨
欄
の
出
合
う
と
こ
ろ
に
「
3
」
と
表
記
さ
れ
る
。

奮
規
定
と
新
規
定
と
の
聞
で
大
き
な
差
が
あ
る
場
合
は
、
「
2
↓
3
」
な



ど
と
記
す
。
「
2
」
と
「
3
」
、
「
E
」
と
「
E
」
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
は
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
従
属
関
係
の
指
標

(
脆
櫨
や
手
本
な
ど
)
が
二
つ
以
上
あ
る
場
合
は
、
「
3
」
「
皿
」
と
し
て
示
す
。

こ
の
表
に
よ
り
概
観
し
て
み
る
と
、
品
級
と
儀
瞳
上
の
上
下
と
が
あ
る
程
度
封
一
階
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
丈
官
と
武
官
と
の

聞
の
非
封
栴
性
も
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
丈
官
・
武
官
の
儀
櫨
上
の
地
位
が
品
級
に
完
全
に
封
麿
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
品
級
の
丈

官
・
武
官
が
儀
櫨
上
封
等
で
あ
っ
て
、
品
級
封
陸
線
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
距
離
に
麿
じ
て
差
等
度
・
従
属
度
が
釘
稿
的
に
増
し
て
行
く
形

に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
丈
官
優
位
の
従
属
的
関
係
(
「
3
」
)
は
か
な
り
贋
汎
に

見
ら
れ
る
が
、
武
官
優
位
の
従
属
的
関
係
(
「
皿
」
)
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
品
級
封
雁
線
の
上
に
は
、
必
ず
し
も
平
行
闘
係
を
表

す
「
こ
が
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
2
」
も
多
く
見
ら
れ
る
。

」
の
非
釘
稽
性
の
理
由
と
し
て
、
総
督
や
巡
撫
、
特
に
総
督
が
、

一
般
の
地
方
官
と
異
な
り
、

一
地
方
の
軍
政
を
統
轄
す
る
職
務
を
持
っ
て
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い
た
、
と
い
う
こ
と
が
畢
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
首
該
地
方
の
武
官
は
、
直
接
に
は
総
督
の
属
官
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
監
督

を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
丈
官
に
せ
よ
、
武
官
に
せ
よ
、
直
接
の
統
属
闘
係
に
あ
る
場
合
に
は
部
下
は
上
官
に
封
し
従
属
的
な
穫
を
と
る
が
、

武
官
と
線
督
の
関
係
も
、
属
官
に
準
ず
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
細
川
督
に
封
し
て
品
級
と
し
て
は
封
等
以
上
の
提

督
・
線
兵
も
、
従
属
的
な
瞳
こ
そ
取
ら
な
い
が
線
督
を
上
位
と
す
る
躍
を
取
り
、
ま
た
、
副
将
以
下
の
武
将
は
、
総
督
・
巡
撫
に
封
し
て
従
属

的
な
曜
を
取
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
で
、
軍
政
に
無
関
係
な
布
政
使
・
按
察
使
以
下
に
封
し
て
は
、
武
官
が
従
属
的
な
穫
を
取
る
こ
と
は
殆
ど

な
い
こ
と
、
ま
た
、
提
督
や
栂
兵
官
と
の
聞
に
監
督
閥
係
の
な
い
文
官
は
、
こ
れ
ら
高
級
武
官
に
封
し
で
も
、
従
属
的
な
穫
は
殆
ど
取
ら
な
い

こ
と
、
も
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
説
明
で
き
よ
う
。

明
末
か
ら
清
初
へ
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本
節
で
は
、
以
上
で
検
討
し
た
清
初
の
「
丈
武
相
見
儀
注
」
を
よ
り
長
い
歴
史
的
な
覗
野
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
明
末
か
ら
清
初
に
何
が
嬰
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化
し
、
何
が
壁
化
し
な
か
っ
た
の
か
、
を
考
え
て
み
た
い
。

明
初
の
洪
武
年
聞
に
は
、
官
僚
の
相
見
儀
穫
に
閲
わ
る
規
定
が
数
度
に
わ
た
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
が
、
文
官
・
武
官
の
聾
方
に
閲
わ
る
最
も

一
般
的
な
も
の
と
し
て
は
、
『
太
組
貫
録
』
巻
二
百
五
十
二
、
洪
武
三
十
年
四
月
甲
申
僚
に
載
る
規
定
が
拳
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
穫
部

の
「
園
朝
で
は
躍
制
を
定
め
た
が
、
行
な
う
こ
と
久
し
く
し
て
慣
れ
が
生
じ
、
相
見
の
曜
に
つ
い
て
、
往
々
に
し
て
分
を
越
え
、
櫨
意
か
ら
希

離
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
中
禁
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
上
奏
に
麿
じ
て
、
皇
帝
が
六
部
・
都
察
院
・
翰
林
院
な
ど
の

官
に
命
じ
て
合
議
さ
せ
た
結
果
と
し
て
、
大
略
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
提
案
さ
れ
、
裁
可
を
得
た
。
「
凡
そ
百
官
は
品
秩
の
高
下
に
よ
っ
て
隼

卑
を
分
け
、
品
秩
の
近
い
者
が
面
合
目
し
て
植
を
行
な
う
場
合
は
、
東
西
に
向
か
い
合
い
、
や
や
卑
い
者
が
西
に
、
高
い
者
が
東
に
位
置
す
る
。

そ
の
品
秩
が
二
等
か
ら
三
等
異
な
る
場
合
は
、
卑
い
者
は
〔
堂
の
〕
下
に
、
寧
い
者
は
上
に
位
置
す
る
。
そ
の
差
が
四
等
を
越
え
る
者
は
、
卑

い
者
は
下
で
拝
植
を
行
い
、
箪
い
者
は
座
っ
た
ま
ま
穫
を
受
け
る
。
用
事
が
あ
れ
ば
脆
い
て
申
し
上
げ
る
」
。
こ
れ
は
、
清
初
の
「
丈
武
相
見

儀
注
」
に
比
較
す
る
と
、
極
め
て
車
純
明
快
な
原
則
に
則
っ
た
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
五
世
紀
後
字
、
太
倉
州
の
人
、
陸
容
が
「
寂
園
雑
記
』
巻
三
に
、
「
園
朝
(
明
)
の
建
設
さ
れ
た
初
め
に
は
、

一
切
の
こ
と
に
お
い
て
武
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を
重
ん
じ
、
例
え
ば
五
軍
都
督
の
官
は
六
部
向
書
よ
り
一
段
高
か
っ
た
。
地
方
の
都
司
・
衛
所
と
布
政
司
・
府
州
官
を
比
較
し
て
も
そ
う
だ
つ

(
泣
)

た
」
と
し
つ
つ
、
「
平
和
が
績
き
、
武
事
を
用
い
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
勢
い
は
自
ず
と
持
績
し
難
く
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る

の
は
、
平
和
が
績
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
武
官
の
地
位
が
低
下
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
丈
官
に
比
し
て
武
官
の
地
位
が
賓
際
に

(
お
)

大
き
く
低
下
し
た
の
が
む
し
ろ
、
内
外
情
勢
の
緊
迫
し
た
一
六
世
紀
中
十
ば
で
あ
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
節
で

は
、
丈
官
と
武
官
の
聞
の
相
見
儀
曜
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
の
嬰
化
を
見
て
み
た
い
。

交
際
儀
曜
の
問
題
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
管
志
這
は
、
『
従
先
維
俗
議
』
(
高
暦
三
十
二
六
O
二
〉
年
序
刊
)
の
な
か
で
、
武
官
の
地
位

(
汎
)

の
低
下
の
原
因
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

先
に
兵
這
(
兵
備
道
)
に
皇
帝
の
専
救
(
直
接
の
命
令
)
が
あ
り
、
三
品
の
武
官
が
五
品
の
丈
官
と
同
様
に
、
兵
道
自
ら
の
裁
量
で
慮
罰



し
て
よ
い
範
固
に
入
れ
ら
れ
た
。
知
府
(
正
四
品
)
は
皇
帝
に
上
奏
し
て
許
可
を
得
な
け
れ
ば
逮
捕
で
き
な
い
が
、
指
揮
(
武
官
。
正
式
名

栴
で
は
な
く
、
指
す
範
園
は
一
定
で
は
な
い
が
、
都
指
揮
ム
炊
事
を
指
す
と
す
る
と
正
三
日
間
)
は
兵
這
の
裁
量
で
慮
罰
し
て
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
指
揮
は
知
府
と
同
格
に
交
わ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

(
お
)

継
い
で
巡
撫
が
提
督
を
乗
ね
、
鎮
守
線
丘
ハ
と
共
同
で
事
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
と
、
筒
兵
使
を
過
度
に
巌
し
く
監
督
し
た
。
都
司
(
都

指
揮
使
)
は
完
全
に
軍
門
(
こ
こ
で
は
巡
撫
を
い
う
)
の
部
将
と
な
っ
た
が
、
布
政
使
・
按
察
使
は
総
督
・
巡
撫
の
属
官
で
は
な
い
。
こ
れ

よ
り
〔
都
指
揮
・
布
政
・
按
察
三
使
の
う
ち
〕
都
指
揮
使
は
布
政
使
・
按
察
使
に
後
れ
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。

縫
い
で
ま
た
、
総
督
が
兵
権
を
握
り
、
総
兵
・
巡
撫
及
び
兵
備
這
・
分
巡
這
を
い
ず
れ
も
監
督
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
総
督
は
ま
た
過

度
に
総
兵
・
巡
撫
を
巌
し
く
監
督
し
た
。
総
兵
は
「
戎
装
の
参
」
(
軍
装
で
の
挨
拶
)
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
布
政
使
・
按
察

使
は
依
然
と
し
て
地
方
の
根
本
の
官
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
布
・
按
二
司
の
地
位
は
上
昇
し
、
総
兵
と
は
階
層
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

都
指
揮
司
の
地
位
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
各
衛
は
ど
う
し
て
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
の
地
位
低
下
の
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理
由
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
武
臣
は
防
衛
戦
争
を
仕
事
と
し
て
い
る
の
で
、
将
軍
の
命
令
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
お
)

勢
い
、
『
憲
綱
」
に
こ
だ
わ
っ
て
救
論
の
賓
行
を
妨
害
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
封
し
、
丈
臣
は
民
の
感
化
を

仕
事
と
し
て
お
り
、
法
令
を
重
ん
ず
る
。
原
則
か
ら
し
て
、
近
年
の
事
例
に
引
き
ず
ら
れ
て

『
憲
綱
』

の
規
定
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
だ
。

こ
の
管
志
遁
の
記
述
に
つ
き
、
他
の
史
料
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
第
一
段
落
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
な
ぜ
巡
撫
や
総
督
で
な

く
兵
備
這
が
出
て
く
る
の
か
や
や
不
審
に
も
思
わ
れ
る
が
、
管
志
社
迫
が
自
ら
の
経
験
と
し
て
、
か
つ
て
康
東
の
南
詔
兵
備
遁
と
な
っ
た
と
き
、

救
書
の
な
か
に
「
丈
官
五
品
以
下
、
武
官
三
品
以
下
は
、
軽
け
れ
ば
事
情
に
庭
じ
て
庭
罰
し
、
重
け
れ
ば
弾
劾
し
て
糾
問
せ
よ
」
と
の
丈
言
が

(
訂
)

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
救
書
に
お
け
る
同
様
の
丈
言
は
、
嘉
靖
年
間
(
一
五
二
一
了
六
六
年
)
の
巡
撫
や
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線
督
の
任
命
に
際
し
、

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
朱
仇
が
嘉
靖
二
十
五
、

二
十
六
(
一
五
四
六
、
四
七
)
年
に
そ
れ
ぞ
れ
南
讃
巡
撫
(
巡
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撫
南
諸
相
乗
提
督
軍
務
)
、
所
江
巡
撫
(
巡
撫
漸
江
粂
提
督
軍
務
)
に
任
じ
ら
れ
た
と
き
の
救
書
の
内
容
に
は
、
「
責
欲
、
畏
縮
、
誤
事
の
者
が
あ
れ
ば
、

文
職
の
五
品
以
下
、
武
職
の
三
品
以
下
は
、
直
ち
に
自
ら
糾
問
し
庭
分
せ
よ
」
、
「
丈
職
の
五
品
以
下
、
武
職
の
四
品
以
下
で
、
も
し
命
令
に
従

わ
な
い
者
が
い
れ
ば
、
糾
問
す
べ
き
者
は
直
ち
に
自
ら
糾
問
し
、
弾
劾
す
べ
き
者
は
弾
劾
し
、
重
要
な
軍
事
機
密
に
闘
わ
る
も
の
は
軍
法
で
慮

(

刊

日

)

分
す
る
こ
と
を
許
す
」
と
い
う
文
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
世
宗
賓
銀
』
巻
四
百
十
、
嘉
靖
三
十
三
年
五
月
丁
巳
の
僚
に
、
倭
冠
討
伐
の
た
め
、

張
経
と
い
う
人
物
を
、
原
職
で
あ
る
南
京
兵
部
尚
書
と
粂
任
で
都
察
院
右
副
都
御
史
総
督
南
直
隷
漸
江
山
東
雨
慶
一
帽
建
等
庭
軍
務
に
任
命
す
る

に
あ
た
っ
て
、
「
す
べ
て
の
兵
糧
を
そ
の
裁
量
で
庭
分
す
る
こ
と
、
ま
た
、
戦
争
の
際
に
命
令
に
従
わ
な
い
者
に
封
し
、
武
官
は
都
指
揮
以
下
、

文
官
は
五
品
以
下
に
つ
い
て
は
、
軍
法
を
以
て
従
事
す
る
を
許
す
」
と
さ
れ
た
。
自
由
裁
量
の
範
園
は
そ
れ
ぞ
れ
若
干
異
な
る
も
の
の
、
救
圭
目

を
以
て
地
方
に
祇
遣
さ
れ
、
文
官
と
武
官
を
と
も
に
統
制
す
る
任
務
を
負
っ
た
丈
官
が
白
白
裁
量
に
よ
る
慮
罰
権
(
「
便
宜
行
事
」
の
権
な
ど
と

町
ば
れ
る
)
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、

し
か
も
そ
の
自
由
裁
量
に
よ
る
庭
罰
の
封
象
が
文
官
と
武
官
と
で
異
な
り
、
武
官
の
場
合
に
は
よ
り
高
い

円
U

品
級
の
者
も
そ
の
白
由
裁
量
の
も
と
に
置
か
れ
た
こ
と
、
に
お
い
て
、
管
志
遣
の
指
摘
と
共
通
し
て
い
る
。

武
官
の
地
位
低
下
を
段
階
的
に
捉
え
る
管
志
道
に
よ
れ
ば
、
首
初
、
こ
の
よ
う
な
丈
官
へ
の
武
官
の
従
属
は
「
三
品
以
下
」
の
範
園
で
あ
っ

た
が
(
第
一
段
落
)
、

そ
の
後
、
提
督
軍
務
の
任
を
も
っ
巡
撫
が
線
兵
と
と
も
に
地
方
の
統
轄
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
と
、
都
指
揮
使
(
正
二

日
間
)
が
巡
撫
の
賓
質
的
な
部
下
と
な
り
、
巡
撫
の
属
官
で
は
な
い
布
政
使
(
従
二
品
)
・
按
察
使
(
正
一
一
一
日
間
)
が
都
指
揮
使
の
上
に
位
置
す
る
形

で
階
層
の
格
差
が
で
き
た
(
第
二
段
落
)
o

さ
ら
に
、
総
督
が
任
命
さ
れ
、
巡
撫
及
び
地
方
武
官
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
線
兵
を
も
監
督
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
線
兵
は
軍
装
で
の
挨
拶
を
行
な
う
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
た
躍
を
行
な
わ
な
い
布
政
使
・
按
察
使
と
の
差
は
掻
大
し
た
(
第
三
段
落
)
、

と
い
、
っ
。

管
志
道
に
よ
れ
ば
、
丈
武
讐
方
の
統
制
権
を
も
っ
巡
撫
・
総
督
の
監
督
を
同
様
に
受
け
な
が
ら
、
な
ぜ
丈
官
と
武
官
の
格
差
が
聞
い
て
ゆ
く

か
と
い
う
理
由
は
、
文
官
と
武
官
の
行
動
規
範
の
相
違
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
闘
を
事
と
す
る
武
官
は
、
上
官
の
命
令
に
紹
封
服
従
す
べ
き

も
の
で
あ
る
の
に
釘
し
、
人
民
を
治
め
る
丈
官
に
と
っ
て
は
、
そ
の
つ
ど
の
命
令
に
従
う
よ
り
も
法
の
遵
守
が
重
要
で
あ
る
(
第
四
段
落
)

0



こ
こ
で
言
及
さ
れ
る

「
憲
綱
』

の
規
定
と
は
、
監
察
官
の
職
務
に
閲
す
る
明
初
以
来
の
規
定
を
集
成
し
た

「
憲
綱
』
の
内
の
相
見
儀
櫨
閲
係

の
部
分
を
指
す
。
例
え
ば

『
宣
宗
貫
録
』
巻
九
十
三
、
宣
徳
七
(
一
四
三
二
)
年
七
月
辛
巳
僚
に
引
く
蘇
州
知
府
況
鍾
の
言
で
は
、
『
憲
綱
」
に

言
及
し
つ
つ
、
「
御
史
と
在
外
官
と
の
相
見
櫨
儀
に
つ
い
て
は
、
:
:
:
一
定
の
櫨
制
が
あ
る
。
近
頃
、
各
庭
の
公
差
の
御
史
に
は
躍
を
逸
脱
し

た
行
矯
が
多
く
み
ら
れ
、
各
府
の
知
府
も
ま
た
自
ら
の
無
能
や
食
欲
さ
を
弾
劾
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
御
史
に
接
見
す
る
際
に
娼
び
へ
つ
ら
い

拝
脆
し
て
甘
ん
じ
て
い
る
」
云
々
と
遮
ベ
、
ま
た

『
世
宗
賓
録
』
巻
一
百
九
、
嘉
靖
九
(
一
五
三
O
)
年
正
月
乙
卯
僚
に
引
く
都
察
院
右
都
御

史
正
鉱
の
言
に
は
「
『
憲
綱
』
に
記
載
さ
れ
た
御
史
及
び
方
面
官
(
地
方
官
)
の
往
来
相
見
積
節
で
は
、
甚
だ
明
確
に
『
運
使
(
都
轄
運
使
)
・
運

(
ぬ
)

同
(
韓
運
同
知
)
・
知
府
・
知
州
は
、
用
事
の
あ
る
際
、
〔
御
史
に
〕
脆
い
て
言
上
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
し
て
い
る
。
近
年
皇
帝
陛
下
が
こ
の

規
定
を
懇
切
に
再
度
命
令
さ
れ
た
の
で
、
数
十
年
惇
わ
っ
て
き
た
阻
習
は
一
掃
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
数
十
年
の
阻
習
」

に
つ
い
て
は
、
弘
治
六
(
一
四
九
三
)
年
の
進
士
、
胡
世
寧
が
、
富
山
綱
」

の
規
定
と
封
比
し
て
描
寓
す
る
次
の
よ
う
な
賦
況
か
ら
も
窺
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。
「
〔
巡
按
御
史
に
封
し
〕
知
府
以
下
は
長
脆
し
て
立
と
う
と
せ
ず
、
布
政
以
下
は
並
ん
で
随
行
し
、
甚
だ
し
き
は
一
階
答
の
際
、

(
判
)

な
首
を
膝
ま
で
垂
れ
、
名
は
扶
手
(
手
を
握
り
合
わ
せ
て
上
下
に
動
か
す
描
立
礎
)
と
い
っ
て
も
賓
は
屈
服
す
る
こ
と
奔
脆
の
如
く
で
あ
る
」
0

み

賓
際
に
遵
守
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
丈
官
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
憲
綱
』

の
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
丈
官
が

巡
撫
や
線
督
に
面
合
同
す
る
際
に
過
度
に
卑
屈
な
穫
を
取
ら
な
い
こ
と
の
法
的
根
擦
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
封
し
、
武
官
に
つ
い
て
は
何
等
か

の
規
定
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
世
宗
賓
録
』
巻
四
百
八
十
四
、
嘉
靖
三
十
九
(
一
五
六
O
)
年
五
月
乙
亥
僚
で
は
、
総
督
斯
直
一
噛
建
都
察

院
右
都
御
史
の
胡
宗
憲
が
、
巡
撫
や
操
江
御
史
の
積
極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
訴
え
、
「
臣
は
徒
ら
に
総
督
の
虚
位
を
擁
す
る
の
み

(
H
U
)
 

で
そ
の
賓
が
な
い
。
も
う
少
し
事
権
を
輿
え
、
:
:
:
相
見
の
穫
に
つ
い
て
も
三
遺
督
撫
の
穫
に
従
う
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
請
願
し

た
こ
と
に
封
し
、
皇
帝
が
吏
・
兵
二
部
に
命
じ
て
「
三
遺
督
撫
相
見
櫨
儀
」
を
調
査
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
「
総
督
は
重
大
な
監
督
の
任
務
を
委
任
さ
れ
て
い
る
。
巡
撫
・
操
江
都
御
史
(
正
式
名
は
提
督
操
江
。
長
江
の
防
衡
を
司
る
)
な
ど
の
官
が
面

(
必
)

合
す
る
際
に
、
主
人
と
客
と
の
聞
の
封
等
の
曜
の
み
を
専
ら
用
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
線
兵
以
下
は
皆
、
戎
服
庭
謁
(
山
阜
装
で
庭
参
の
穫
を

269 
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行
な
う
)
す
る
。
文
書
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
印
信
呈
丈
(
公
印
を
捺
し
た
呈
文
)
を
用
い
る
」
。
こ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
そ
の
通
り
行
な
う
こ

と
が
裁
可
さ
れ
た
の
で
、
総
兵
が
総
督
な
ど
に
封
し
て
軍
装
で
庭
参
の
植
を
行
な
う
と
い
っ
た
方
式
は
、
間
早
な
る
事
賓
的
な
慣
行
で
は
な
く
、

皇
帝
の
認
可
を
得
た
規
定
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
総
督
に
封
す
る
惚
兵
の
こ
の
よ
う
な
儀
穫
に
は
、
批
判
も
あ
っ
た
。
瞳
部
な
ど
の
官
を
歴
任
し
た
朱
園
槙
は
、
随
筆
「
湧
瞳
小

品
』
(
天
啓
二
〈
一
六
二
二
〉
年
政
)
巻
八
「
総
督
線
兵
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

巡
撫
・
操
江
が
総
督
の
管
轄
す
る
地
方
で
総
督
と
謁
見
す
る
際
に
は
、
大
門
の
外
で
輯
を
下
り
、
中
門
か
ら
入
り
、
後
堂
(
奥
の
ホ
l

ル
)
で
面
合
同
し
、
総
督
は
上
座
、
巡
撫
・
操
江
は
周
固
に
座
る
。
そ
の
迭
迎
は
、
総
督
は
〔
巡
撫
・
操
江
〕
い
ず
れ
の
場
合
も
、
大
門
の

外
ま
で
迭
迎
し
て
輔
を
見
る
。
各
線
兵
は
、
巡
撫
・
操
江
の
例
に
照
ら
し
て
印
信
呈
丈
を
用
い
る
が
、
面
舎
は
鎧
を
着
て
脆
穫
を
行
い
、

(

刊

日

)

動
臣
の
場
合
も
ま
た
脇
門
か
ら
入
り
、
庭
山
参
の
穫
を
行
な
う
。
総
督
の
威
儀
は
こ
の
よ
う
に
隆
重
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
兵
が

や
は
り
や
り
す
ぎ
で
あ
る
。
近
日
で
は
、
巡
撫
・
操
江
も
〔
本
来
線
督
の
呼
稽
で

(
叫
)

あ
る
〕
軍
門
と
稽
し
、
御
史
が
参
将
を
鞭
打
っ
た
り
す
る
が
、
こ
う
し
た
借
越
さ
は
一
瞳
ど
こ
で
極
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

つム

脆
穫
を
行
い
、
動
臣
が
庭
参
を
行
な
う
と
い
う
の
は
、

」
の
朱
園
禎
の
指
摘
は
、
沈
棲
符
の

『
高
暦
野
獲
編
」
(
蔦
暦
三
十
四
〈
一
六
O
六
〉
年
序
)
の
闘
連
の
記
述
と
も
重
な
り
合
う
。
沈
徳
符
に
よ

れ
ば
武
臣
は
総
兵
官
を
最
重
要
と
し
、
先
朝
で
は
公
・
侯
・
伯
で
救
命
を
受
け
て
討
伐
に
従
事
す
る
者
は
、
品
目
そ
の
位
は
向
圭
日
以
上
と
さ
れ
た
。

線
督
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、
線
兵
は
そ
の
統
制
を
受
け
、
た
と
え
世
襲
の
爵
を
も
っ
て
い
て
も
庭
容
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
〔
動
臣
以
外
の
〕
流
官
を
以
て
線
兵
官
に
充
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
地
位
は
ま
す
ま
す
低
く
な
っ
た
。
督
撫
が
着
任
す
る
と
、

兜
を
か
ぶ
っ
て
武
器
を
持
ち
、
叩
頭
し
て
お
目
見
え
す
る
。
そ
の
後
、
着
替
え
て
冠
帯
を
つ
け
謹
ん
で
拝
謁
す
る
際
に
は
、
恭
し
さ
が
更

(
必
)

に
加
わ
る
。

と
あ
る
。
ま
た
、
御
史
が
武
官
を
鞭
打
つ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
沈
徳
符
は
、
巡
按
御
史
や
巡
撫
が
副
総
兵
(
副
将
)
や
参
将
を
鞭
打
っ
た



例
を
奉
げ
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
こ
れ
ら
文
官
の
借
越
さ
の
み
な
ら
ず
、
近
来
高
級
武
官
の
な
か
に
も
「
酷
卒
及
び
遊
根
」
(
悪
賢
い
兵
士
小
や
無

(
判
)

職
の
無
頼
漢
)
が
混
じ
り
、
「
ま
す
ま
す
軽
頑
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
高
級
丈
官
に
封
す
る
武
官
の
態
度
に
閲
し
て
は
、

『
穆
宗
貫
録
』
巻
十
四
、
隆
慶
元
(
一
五
六
七
)
年
十
一
月
辛
西
僚
に
引
く
内
閣
大
皐
士
徐
階
の
北
方
防
衛
針
策
論
で
、
北
方
防
衛
に
お
け
る

問
題
貼
の
一
部
と
し
て
、
丈
官
が
将
官
を
侮
辱
し
、
将
官
も
卑
屈
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
徐
階
は
、
総
兵
や
副
総
兵
・
参

持
・
遊
撃
な
ど
が
総
督
・
巡
撫
・
巡
按
御
史
な
ど
に
封
す
る
際
に
は
「
白
稀
は
自
ら
の
名
を
稀
し
、
線
督
に
は

(
幻
)

院
』
と
言
い
、
「
老
爺
」
『
小
的
』
等
の
言
葉
を
用
い
て
自
ら
の
威
最
を
損
な
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
総
兵

『
軍
門
」
、
撫
・
按
に
は

本

の
よ
う
な
高
級
武
官
す
ら
総
督
に
封
し
、

一
般
庶
民
が
官
僚
に
針
し
て
用
い
る
「
老
爺
」
(
だ
ん
な
様
)
・
「
小
的
」
(
私
め
)
と
い
っ
た
語
を
用
い

る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
庶
民
と
異
な
る
士
大
夫
と
し
て
の
瞳
面
を
重
ん
じ
た
科
奉
出
身
の
丈
官
か
ら
す
れ
ば
、
「
老
爺
」
「
小

的
」
の
よ
う
な
語
を
自
ら
が
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

一
六
世
紀
の
宇
ば
以
降
、
総
督
や
巡
撫
な
ど
の
文
官
に
封
す
る
武
官
の
儀
躍
は
次
第
に
隷
層
的
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
武
官
と
一
般
丈
官
と
の
聞
に
も
、
地
位
の
懸
隔
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
官
か
ら
み
て
武
官
は
、
品
級
と
は
必
ず
し
も
闘
わ

り
な
く
、
い
わ
ば
「
服
役
的
な
立
ち
居
振
る
舞
い
」
を
以
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、

(
持
)

で
あ
る
。
挑
廷
謹
や
葉
夢
珠
な
ど
清
初
の
下
級
知
識
人
が
言
及
す
る
明
末
の
丈
官
・
武
官
閲
係
と
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
指
し
て
い
た
と
考

一
段
劣
っ
た
賎
し
い
存
在
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
明
末
に
お
け
る
武
官
の
地
位
の
低
さ
は
、
出
早
に
丈
官
と
武
官
と
を
並
行
的
に
比
較
し
た
上
で
の
文
官
偏
重
と
い
う

に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
、
明
代
後
期
か
ら
額
著
に
な
っ
て
き
た
巡
撫
・
総
督
な
ど
の
高
級
丈
官
の
地
方
に
お
け
る
軍
務
統
轄
の
動
き
の
な
か

で
出
て
き
た
現
象
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
官
職
は
、
反
乱
や
戦
争
な
ど
の
問
題
の
解
決
の
た
め
、
中
央
か
ら
臨

(
的
)

時
に
抵
遣
さ
れ
て
軍
務
な
ど
を
統
轄
す
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
官
制
上
の
位
置
づ
け
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

271 

ら
の
官
の
も
つ
軍
務
統
轄
と
い
う
性
格
か
ら
し
て
、
地
方
武
官
は
そ
の
統
制
下
に
入
り
、
戦
闘
組
織
と
し
て
の
強
い
上
下
関
係
に
よ
っ
て
律
せ
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ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
統
一
的
な
ル

l
ル
の
な
い
ま
ま
に
、
そ
の
上
下
関
係
の
あ
り
方
は
、
次
第
に
隷
属
的
な
も
の
と
な
り
、
武
官
と
一
般

文
官
と
の
聞
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
清
朝
が
中
園
本
土
を
支
配
下
に
入
れ
て
も
、
戦
時
瞳
制
の
な
か
で
そ
う
し
た
統
属

闘
係
の
不
明
確
さ
は
存
績
し
た
が
、
戦
時
の
混
乱
が
終
息
す
る
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
官
の
闘
係
を
、
中
央
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で
秩
序
づ

け
て
ゆ
く
こ
と
が
清
朝
の
新
た
な
課
題
と
な
っ
た
。

清
朝
の
入
闘
賞
初
、
武
力
を
握
る
線
兵
官
が
丈
官
を
従
え
る
勢
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
世
租
(
貫
録
』
巻
六
、
順
治
元
(
一
六

四
四
)
年
七
月
甲
辰
僚
に
載
る
工
科
給
事
中
朱
鼎
清
の
上
言
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
今
、
線
兵
官
の
地
位
は
王
侯
に
も
匹
敵
し
、

監
察
官
を
は
じ
め
と
す
る
官
を
脅
迫
し
て
属
穫
を
行
な
わ
せ
、
濁
断
専
行
し
、
他
の
官
と
協
調
し
よ
う
と
し
な
い
。
線
兵
官
の
増
設
し
た
下
級

武
官
は
民
を
苦
し
め
、
地
方
官
を
強
制
し
、
そ
の
結
果
、
地
方
官
は
畏
縮
し
て
仕
事
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
地
方
は
官
有

っ
て
官
無
き
が
如
き
状
態
で
あ
る
。
:
:
:
願
わ
く
は
権
を
一
に
し
て
法
が
行
な
わ
れ
る
朕
態
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
。
こ
の
上
言
は
揖
政
王

114 

ド
ル
ゴ
ン
の
認
可
を
得
た
。

こ
の
よ
う
な
線
兵
官
の
賓
質
的
地
位
上
昇
が
、
交
際
儀
躍
を
め
ぐ
る
地
方
官
と
の
紛
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
順
治
二
年
二
月
十

(
印
)

日
、
登
莱
巡
撫
陳
錦
の
上
奏
に
引
く
線
兵
柄
、
水
盛
の
巡
撫
宛
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

調
査
に
よ
れ
ば
、
前
朝
の
知
府
・
知
牒
は
、
本
来
線
兵
に
封
し
て
属
躍
を
執
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
洪
武
年
聞
の
定
制
は
二
百
絵
年
、

不
締
主
で
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
隆
慶
・
高
暦
の
聞
に
、
平
和
が
長
く
績
い
て
武
職
は
軽
ん
じ
ら
れ
、
府
、
牒
は
線
兵
を
軽
嗣
し
、

直
接
に
名
刺
を
以
て
訪
問
し
、
面
舎
の
場
合
は
長
揖
、
往
来
文
書
に
は
手
本
に
よ
る
平
行
の
方
式
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
昔
時
で
も
、
奮
例
に
基
づ
き
毅
然
と
し
て
主
張
す
る
者
に
封
し
で
は
、
府
・
麻
も
唯
々
諾
々
と
従
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
線
兵
官

と
府
・
牒
の
聞
に
は
、
品
級
上
で
最
然
と
し
た
崇
卑
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
十
二
月
受
け
取
っ
た
青
州
府
の

公
文
で
は
手
本
で
E
l
行
の
言
葉
遣
い
を
し
て
お
り
、
同
日
受
け
取
っ
た
莱
州
府
の
公
丈
も
手
本
で
平
行
の
様
式
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
知

府
は
丈
官
で
あ
る
た
め
私
を
上
司
と
見
な
さ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
こ
ち
ら
は
牌
に
代
え
て
笥
子
を
用
い
、
〔
上
下
関
係
を
〕



軽
ん
ず
べ
き
で
な
い
こ
と
を
い
さ
さ
か
示
そ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
莱
州
府
で
は
銭
糧
輸
迭
の
公
文
中
で
街
門
の
瞳
統
に
言
及
し
、
本
鎮

が
突
然
割
付
を
以
て
非
難
し
て
き
た
と
栴
し
て
い
る
。
己
の
力
を
わ
き
ま
え
な
い
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。
お
手
数

な
が
ら
、
各
府
に
命
令
し
、
奮
例
に
従
い
争
い
の
元
を
断
つ
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
丈
書
を
受
け
取
っ
た
巡
撫
陳
経
の
上
奏
丈
の
な
か
に
は
、
総
兵
官
が
奮
例
に
従
わ
ず
、
突
然
笥
付
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
非
難

す
る
莱
州
府
知
府
の
呈
丈
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
壁
方
の
主
張
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
た
巡
撫
は
「
臣
は
浅
間
学
寡
聞
で
そ
の
穫
の
折
り
合
い
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
願
わ
く
は
首
該
の
部
に
救
を
下
し
て
、
元
来
の
規
定
を
調
査
す
る
か
或
い
は
別
に
規
定
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

(
日
)

い
」
と
皇
帝
に
請
願
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
惚
兵
官
の
力
の
伸
長
に
封
し
て
、
清
朝
中
央
は
必
ず
し
も
そ
れ
を
支
持
す
る
態
度
を
取
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
世
祖

貫
録
」
巻
二
十
六
、
順
泊
三
年
五
月
庚
申
候
に
よ
れ
ば
、
江
西
線
兵
官
金
書
桓
の
「
臣
は
も
と
提
督
の
衡
を
持
っ
て
い
た
が
線
兵
官
に
饗
更
と

な
り
、
権
力
が
縮
小
し
た
の
で
、
軍
民
文
武
を
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
請
う
ら
く
は
も
と
の
衡
を
輿
え
、
救
主
目
を
賜
い
、
便
宜
を
輿
え

(
臼
)

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
上
奏
に
封
し
て
、
兵
部
は
江
西
の
朕
況
が
な
お
不
安
定
で
あ
る
こ
と
を
以
て
提
督
へ
の
紛
失
更
を
認
め
た
も
の
の

「
線
丘
〈
官
が
丈
官
を
統
制
す
る
と
い
う
例
は
な
い
。
本
朝
に
は
便
宜
行
事
の
制
は
な
い
。
聾
桓
の
請
願
は
こ
と
の
ほ
か
借
越
で
あ
る
」
と
叱
責

し
て
い
る
。
こ
の
金
聾
桓
や
呉
勝
兆
、
李
成
棟
な
ど
、
清
朝
の
提
督
と
し
て
地
方
軍
官
の
頂
賄
に
あ
っ
た
軍
人
の
反
乱
が
そ
の
後
し
ば
し
ば
起

こ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
高
級
武
官
に
便
宜
行
事
の
権
を
輿
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
清
朝
の
判
断
は
、
理
由
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ

λ
ノ。

以
上
の
よ
う
に
、
順
治
年
間
、
戦
争
状
態
が
各
地
で
な
お
績
く
な
か
で
軍
隊
を
握
る
武
官
が
勢
力
を
伸
長
さ
せ
て
ゆ
く
と
い
う
事
態
の
も
と
、

清
朝
中
央
は
、

一
方
で
は
彼
ら
の
武
力
に
よ
っ
て
反
清
勢
力
を
鎮
医
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
丈
官
に
よ
る
地
方
統
治
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
、
武
官
の
活
動
を
中
央
の
管
理
の
も
と
に
置
く
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
「
文
武
相
見
儀
曜
」
が
数
次
に
わ
た
っ
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て
改
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、
清
朝
の
直
面
し
て
い
た
以
上
の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
組
督
、
巡
撫
、
提
督
、
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線
兵
な
ど
が
常
設
の
官
と
し
て
再
編
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
掌
が
明
確
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
文
官
・
武
官
相
互
の
統
属
関
係
も
儀
植
を
通
じ

て
整
序
さ
れ
、
丈
武
官
界
の
二
冗
的
な
秩
序
を
整
合
的
な
形
で
可
覗
化
し
て
ゆ
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
文
官
偏
重
と
い
う
明
朝
の

弊
害
は
確
か
に
意
識
さ
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
「
王
侯
に
も
匹
敵
す
る
」
よ
う
な
武
官
の
勢
力
を
抑
え
る
こ
と
も
重
要
な
目
標
で
あ
っ
た
。
そ

の
意
味
で
は
、
本
稿
冒
頭
に
引
い
た
挑
廷
遺
ら
の
「
明
清
聞
の
丈
武
の
力
関
係
の
逆
轄
」
と
い
う
観
察
を
、
そ
の
ま
ま
清
朝
の
政
治
方
針
と
し

て
車
純
に
捉
え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

結
び
に
代
え
て

以
上
、
本
稿
で
は
、
清
朝
の
順
治
年
聞
を
中
心
に
、
こ
の
時
期
に
制
定
さ
れ
た
「
丈
武
相
見
儀
注
」
の
内
容
を
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
の
一

つ
の
目
的
は
、
丈
武
官
の
相
見
儀
植
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
具
睦
的
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
説
・

ρhυ 

戯
曲
な
ど
も
含
め
、
昔
時
の
文
章
の
な
か
で
描
寓
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
儀
曜
の
意
味
は
、
昔
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
自
明
で
あ
っ
て
も
、
今
日
の

我
々
が
そ
れ
ら
を
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
め
て
正
確
に
感
得
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
筒
車
で
は
な
い
。
本
稿
は
そ
の
目
標
に
向
け
て
の
初
歩

的
な
作
業
の
一
環
で
あ
る
。
本
稿
の
第
二
の
目
的
は
、
清
初
の
「
丈
武
相
見
儀
注
」
の
制
定
過
程
に
お
け
る
ゆ
れ
を
跡
附
け
、
そ
の
ゆ
れ
を
明

末
以
来
の
長
期
的
な
動
向
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
清
初
に
お
け
る
「
丈
武
相
見
儀
注
」
の
改
定
は
、
明
末
の
丈

官
偏
重
の
弊
害
を
改
め
武
官
の
地
位
上
昇
を
園
っ
た
も
の
と
し
て
車
純
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
地
方
官
界
に
お
け
る
丈
武
官
僚
聞
の
統
属

関
係
を
明
確
化
し
、
中
央
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
く
と
い
う
明
末
以
来
の
課
題
に
封
す
る
一
つ
の
回
答
と
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
し
か
し
、
清
朝
政
府
内
部
で
の
具
睦
的
な
政
策
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

順
治
年
間
以
後
も
官
僚
の
相
見
曜
に
つ
い
て
は
新
た
な
規
定
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
の
丈
官
・
武
官
聞
の
相
見
曜
と
し
て
は
、
順
治

年
間
の
そ
れ
が
そ
の
後
長
く
基
準
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
清
代
を
通
じ
こ
う
し
た
儀
注
が
官
僚
間
交
際
の
貰
態
に
お
い
て
ど
の

程
度
遵
守
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
別
稿
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、
丈
武
官
の
相
見
儀
瞳
の
乱
れ
が
問
題
に
な
る
た
び
に
「
嗣



(
日
)

後
、
督
撫
提
鎮
(
総
督
・
巡
撫
・
提
督
・
線
兵
)
の
相
見
は
務
め
て
舎
典
所
載
の
一
定
の
儀
注
に
遵
す
べ
し
」
、
「
舎
典
内
に
載
せ
る
所
の
丈
武
各

官
相
見
儀
注
は
、
園
初
に
制
を
定
め
て
よ
り
、
遵
行
す
る
こ
と
己
に
久
し
く
、
増
減
す
べ
き
無
し
。
礎
部
に
著
し
て
再
ぴ
申
明
し
て
制
を
定
め
、

各
直
省
督
撫
提
鎮
に
通
行
し
所
属
の
丈
武
官
員
に
分
節
し
、
務
め
て
一
定
の
儀
注
に
遵
照
し
、
植
を
以
て
接
見
し
、
意
も
て
卑
抗
(
高
低
)
を

(

川

崎

)

属
す
べ
か
ら
ず
」
な
ど
と
し
て
舎
典
へ
の
回
闘
が
命
令
さ
れ
て
い
る
貼
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
清
代
中
期
ま
で
は
、
合
同
典
の
規
定
は
賓
致

性
あ
る
基
準
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
貴
州
に
お
け
る
線
兵
官
と
線
督
聞
の
儀
曜
の
乱
れ
を
批
判
し
て
「
此
奏
是
極
首
極

(
こ
の
上
奏
は
極
め
て
正
し
い
)
」
と
羅
正
帝
に
賞
賛
さ
れ
た
栂
兵
官
丁
士
傑
の
奏
摺
に
「
官
員
相
接
の
瞳
貌
は
小
な
り
と
難
も
固
瞳
の
依
闘
す

(
日
)

る
所
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
相
見
儀
曜
は
単
な
る
虚
植
で
は
な
く
、
園
家
の
統
治
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

+
Z
 
(
1
)

『
歴
年
記
」
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
明
清
交
替
と
江
南
枇
曾
」
東

京
大
島
ナ
出
版
舎
、
一
九
九
九
年
、
第
七
章
「
『
歴
年
記
』
に
見
る
清

初
地
方
枇
舎
の
生
活
」
参
照
。

(
2
)

松
江
府
の
補
助
官
の
一
。
巡
按
な
ど
上
官
に
情
報
を
提
供
す
る
官

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
上
官
の
威
光
を
後
ろ
盾
と
し
て
「
理
刑
附
属

の
育
吏
や
龍
か
き
で
さ
え
、
そ
の
騎
慢
さ
は
紳
士
に
勝
っ
た
」
(
葉

夢
珠
『
閲
世
編
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
七
三
頁
)
と

い
う
。
康
照
六
(
一
六
六
七
)
年
に
廃
止
。
こ
こ
で
「
監
督
を
受
け

る
(
受
節
制
)
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
む
ろ
ん
制
度
的
に
理
刑
が

上
司
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
理
刑
の
報
告
に
よ
っ
て
総
兵
の
成

績
評
債
が
左
右
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
練
兵
が
理
刑
の
意
向
に
従
わ
ざ

る
を
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
一
般
の
名
帖
(
名
刺
)
と
名
掲
(
掲
帖
)
の
相
違
に
つ
い
て
は
、

葉
夢
珠
前
掲
書
、
一
八
七
頁
参
照
。

(
4
)

上
海
人
民
間
版
枇
編
『
清
代
日
記
匡
抄
』
上
海
人
民
出
版
祉
、
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九
八
二
年
、
一
六
二
!
一
六
三
頁
。
「
明
季
重
文
軽
武
、
如
呉
松
総

兵
官
要
受
松
江
府
理
刑
節
制
、
謂
賢
否
問
在
其
掌
握
、
以
致
武
将
不

肯
用
命
、
エ
同
国
家
傾
覆
。
大
清
政
令
一
新
、
如
提
督
・
線
兵
等
官
、

府
・
際
印
(
円
相
見
、
用
掲
帖
、
走
角
門
、
行
庭
参
会
。
此
又
仕
途
樫

統
之
一
愛
也
o
」

(
5
)

前
掲
注
(
2
)
『
閲
世
編
』
一
八
九
頁
。
「
前
朝
郡
守
・
豚
令
輿
総

戎
相
見
、
倶
抗
雄
、
帖
用
侍
生
、
公
文
用
移
命
円
、
参
・
遊
而
下
、
大

抵
亦
然
。
本
朝
順
治
初
年
、
勝
令
見
線
戎
、
始
用
名
掲
、
郡
守
則
否
。

其
後
、
松
郡
改
設
提
督
、
郡
守
始
用
晩
生
帖
、
府
佐
始
用
街
帖
、

(
中
略
)
至
康
照
三
年
、
新
定
文
武
相
見
儀
注
、
郡
山
寸
見
文
武
線
兵

官
、
改
用
名
掲
、
公
文
用
沓
口
豆
、
至
今
因
之
o
」
帖
と
は
名
帖
即
ち

名
刺
の
こ
と
で
、
名
帖
に
「
侍
生
某
」
と
白
稽
を
来
日
く
場
合
は
相
手

を
釘
等
以
下
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
を
一
以
し
、
「
晩
生
某
」
と
書
く

場
合
は
相
手
に
針
す
る
尊
敬
を
一
-
小
す
。
明
末
の
名
刺
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
名
刺
の
効
用
」
木
村
靖
二
他
編
『
地
域
の
世
界
史
日
人
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と
人
の
地
域
史
』
山
川
出
版
刷
、
一
九
九
九
年
、
参
照
。
な
お
、
文

中
の
「
文
武
線
兵
官
」
と
は
、
武
官
で
あ
る
線
兵
官
を
指
す
と
思
わ

れ
る
が
、
な
ぜ
「
文
武
総
兵
官
」
と
呼
ん
で
い
る
の
か
は
不
明
。

(
6
)

前
掲
注
(
1
)
拙
著
、
第
六
章
「
清
初
松
江
府
批
舎
と
地
方
官
た

ち
」
参
照
。

(
7
)

こ
れ
ら
官
僚
相
互
の
品
級
上
の
序
列
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
別
表

を
参
照
。

(
8
)

「
更
定
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
先
行
す
る
規
定
が
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
、
確
か
に
王
公
相
互
間
や
京
官
相
互
間
の
相
見
儀
曜
に
闘
す
る

先
行
の
規
定
は
各
種
『
九
回
目
典
』
な
ど
に
見
え
る
が
、
管
見
の
範
園
で

は
、
上
記
の
よ
う
な
文
武
聞
の
相
見
儀
植
の
規
定
は
、
順
治
十
二
年

以
前
の
清
朝
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
9
)

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
賓
録
』
や
『
合
同
典
』
に
収
録
さ

れ
た
規
定
は
、
制
定
常
時
の
原
文
に
や
や
修
改
を
加
え
た
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
)
こ
れ
ら
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
文
武
官
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
一

品
・
二
品
相
官
の
官
衡
や
世
簡
が
附
輿
さ
れ
て
い
た
。
以
下
本
稿
で

は
、
文
官
・
武
官
の
品
級
に
つ
い
て
は
『
清
史
稿
』
巻
一
百
十
四
l

一
百
十
九
の
職
官
志
の
記
述
に
依
援
し
、
時
期
に
よ
り
異
な
る
場
合

は
嘗
該
時
期
の
品
級
を
採
用
し
た
。

(
H
)
『
世
組
賓
録
』
巻
九
十
八
。
以
下
、
『
賓
録
』
の
原
文
に
つ
い
て
は
、

引
用
を
省
略
す
る
。

(
児
)
『
世
租
賓
録
』
巻
九
十
八
、
順
治
十
三
年
二
月
己
卯
、
康
照
『
大

清
合
同
典
』
巻
四
十
七
。

(
日
)
こ
れ
ら
の
規
定
の
詳
し
い
意
味
に
つ
い
て
は
、
次
節
を
参
照
。

(
M
)

順
治
十
八
年
八
月
一
一
一
日
の
吏
・
櫨
・
兵
三
部
へ
の
上
識
に
「
園
家

の
人
を
用
い
る
は
、
文
武
並
び
に
重
し
。
:
:
:
明
朝
の
随
羽
田
は
文
臣

を
偏
重
し
、
以
て
武
臣
灰
心
(
意
気
阻
喪
)
し
て
報
殺
を
思
わ
ざ
る

を
致
す
。
圏
一
昨
傾
覆
す
る
は
賓
に
此
れ
に
由
る
。
今
ま
さ
に
文
武
の

職
掌
を
将
て
分
別
更
定
す
べ
し
」
云
々
と
あ
る
。
張
偉
仁
編
『
明
清

棺
案
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
(
以
下
『
明
清
棺
案
』
)
第

三
十
七
冊
所
枚
、
ま
た
、
『
聖
組
賓
録
』
巻
四
、
順
治
十
八
年
八
月

己
酉
係
。
そ
の
結
果
に
つ
き
『
賓
録
』
な
ど
に
明
確
な
記
載
は
な
い

よ
う
だ
が
、
『
聖
租
賓
録
』
虫
色
五
、
順
治
十
八
年
十
月
乙
卯
僚
に
、

大
皐
士
な
ど
の
上
奏
に
封
す
る
吏
部
の
返
答
と
し
て
「
文
武
の
職
掌

が
す
で
に
分
か
た
れ
た
の
で
、
救
童
H

も
従
来
の
も
の
を
踏
襲
す
べ
き

で
は
な
い
。
細
胞
督
は
も
と
も
と
文
武
を
統
轄
す
る
も
の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
改
間
愛
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
救
書
に
は
『
提
督
も
ま
た

総
督
の
獄
督
を
受
け
る
』
と
の
文
言
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
巡
撫

に
つ
い
て
は
、
軍
務
を
管
理
す
る
職
務
を
廃
止
し
た
の
で
、
『
提
督

軍
務
』
『
賛
理
軍
務
』
な
ど
の
語
を
削
る
べ
き
で
あ
る
」
云
々
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
線
督
・
巡
撫
の
軍
務
監
督
の
責
任
の
有
無
を
明
確
化

し
た
こ
と
な
ど
が
そ
れ
に
首
た
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(
日
)
『
留
青
新
集
』
各
十
九
、
「
文
武
儀
注
」
所
取
の
題
本
に
よ
る
。
こ

の
上
識
や
題
本
に
蛍
た
る
内
容
は
、
『
賓
録
』
に
は
見
え
な
い
。

(
同
)
た
だ
し
、
『
世
租
賓
録
』
や
康
照
『
大
清
曾
典
』
の
順
治
十
三
年

規
定
の
嘗
該
部
分
(
注
(
ロ
)
参
照
)
で
は
、
先
に
記
し
た
如
く
「
三

朗
」
と
な
っ
て
お
り
、
脆
曜
に
つ
い
て
は
偶
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

(
口
)
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
先
定
提
督
線
兵
官
奥
穂
督
相
見
、
文
移

細
胞
督
用
街
付
、
提
督
線
兵
官
用
杏
呈
。
相
見
倶
由
中
門
准
。
提
督
線

。。
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兵
官
至
総
督
、
儀
門
外
下
馬
、
総
督
至
提
督
総
兵
官
、
堂
前
下
橋
。

坐
次
、
総
督
上
坐
、
提
督
線
兵
官
立
芳
坐
。
提
督
綱
相
兵
官
有
加
線
管
街

者
、
坐
次
総
督
肘
左
、
提
督
総
兵
官
居
右
。
今
更
議
得
、
相
見
文
移
、

総
督
提
督
倶
際
用
杏
文
。
提
督
往
総
督
街
門
去
、
総
督
迎
至
儀
門
、

提
督
二
門
外
下
騎
馬
、
入
街
門
。
坐
次
、
総
督
在
中
正
坐
、
提
督
余

坐
。
途
至
迎
慮
。
線
督
往
提
督
街
門
去
、
提
督
迎
出
儀
門
。
総
督
儀

門
卜
輔
、
準
街
門
。
坐
次
、
線
督
在
中
正
坐
、
提
督
余
坐
。
迭
至
迎

慮
。
」
「
先
定
州
市
脚
官
見
練
兵
官
、
大
門
外
十
馬
、
白
東
角
門
進
、
至

堂
答
下
、
脆
票
拝
。
克
、
茶
房
待
茶
。
線
兵
官
正
常
、
州
隠
豪
州
1
0

茶
畢
、
告
辞
。
由
西
角
門
問
。
文
移
、
線
兵
官
用
故
牒
、
州
牒
川
用
申

文
。
線
兵
不
看
拝
。
今
更
議
得
、
州
豚
官
見
総
兵
官
、
大
門
外
下
橋

馬
、
由
中
門
進
、
至
街
門
。
坐
次
、
穂
長
官
正
坐
、
州
豚
官
在
芳
側

坐
。
文
移
、
州
豚
官
用
次
口
主
、
線
兵
官
用
照
合
。
捕
時
長
官
迎
迭
百
七
箸

下
o
」
「
先
定
副
将
見
総
督
、
用
履
歴
手
本
、
披
執
進
見
。
行
一
脆
一

揖
躍
。
出
更
衣
再
見
、
行
一
脆
票
拝
。
兎
拝
、
品
川
行
一
脆
一
揖
種
。

畢
、
管
下
側
立
待
茶
。
行
櫨
謝
茶
。
出
。
安
立
三
部
。
如
無
府
街
者

不
待
茶
。
今
更
議
得
、
副
持
参
賂
掌
印
都
司
見
総
督
、
用
履
歴
手
本
。

其
脆
披
執
等
組
倶
克
。
大
門
下
馬
、
由
角
門
進
。
細
胞
督
迎
、
途
至
管

下。」

(
お
)
『
世
組
貫
録
』
巻
九
十
二
、
順
治
十
二
年
七
月
乙
酉
伎
で
は
同
様

の
文
言
を
「
提
督
有
精
奇
尼
恰
番
街
者
、
列
坐
居
右
」
と
す
る
。
精

奇
尼
恰
番
は
世
職
で
、
後
に
は
子
爵
と
漢
語
さ
れ
る
。

(
印
)
「
余
坐
」
の
音
信
m
を
「
侍
坐
」
「
側
坐
」
な
ど
と
全
く
同
じ
と
と
つ

て
よ
い
か
ど
う
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
「
比
坐
」
に
封
比
し
て
出
て

く
る
こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
同
じ
意
味
と
見
な
し
て
お
き
た
い
。

(
初
)
「
看
拝
」
の
意
味
は
不
詳
だ
が
、
他
の
僚
で
は
「
迎
迭
看
秤
」
な

ど
と
熟
し
て
出
て
く
る
の
で
、
送
迎
し
て
出
迎
え
・
見
送
り
の
挨
拶

を
す
る
こ
と
、
と
取
っ
て
お
く
。

(
幻
)
注
(
U
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
巡
撫
が
軍
務
に
関
わ
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
順
治
十
八
年
の
職
掌
改
定
で
明
確
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前

は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
辺
)
中
園
第
一
歴
史
槍
案
館
編
『
嘉
正
朝
起
居
注
珊
』
第
一
所
、
中
華

書
局
、
一
九
九
三
年
、
七
二
一
頁
。

(
お
)
例
え
ば
、
提
督
と
総
督
と
は
、
相
見
儀
穫
で
は
完
全
に
釘
等
関
係

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
文
書
往
来
に
お
い
て
は
釘
等
の
扱
い
と

な
っ
て
い
る
。

(μ)
司
遁
と
は
、
布
政
使
・
按
察
使
と
各
種
遁
員
を
い
う
。

(
お
)
府
一
臆
と
は
、
知
府
及
び
同
知
・
通
到
な
ど
の
府
の
補
助
官
を
い
う
。

(
お
)
時
代
は
下
る
が
、
清
末
の
官
界
儀
檀
指
南
書
で
あ
る
『
宣
郷
要

則
』
巻
三
に
、
「
履
歴
手
本
」
「
官
街
手
本
」
を
合
む
各
種
v

父
際
文
書

の
具
健
的
な
書
き
方
に
つ
い
て
、
詳
し
い
記
載
が
あ
る
。

(
幻
)
光
緒
『
大
清
舎
典
事
例
』
巻
四
再
九
、
植
部
、
相
見
雄
、
「
直
省

文
職
官
相
見
」
嘉
正
八
年
規
定
。

(お

)

H
常
業
務
に
用
い
ら
れ
る
千
本
は
白
紙
を
用
い
る
。

(
却
)
王
子
本
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
宜
郷
要
則
』
巻
一
一
一
を
参
照
。

(
初
)
前
掲
注
(
日
)
順
治
十
八
年
八
月
三
日
の
上
識
に
お
け
る
「
明
朝
の

随
習
は
文
臣
を
偏
重
し
、
以
て
武
臣
灰
心
し
て
報
殺
を
思
わ
ざ
る
を

致
す
。
圏
一
昨
傾
覆
す
る
は
昔
、
に
此
れ
に
由
る
」
等
の
文
言
を
参
照
。

(
況
)
『
留
青
新
集
』
各
十
九
「
文
武
儀
注
」
0

(
沼
)
陸
容
『
寂
園
雑
記
』
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
一
二

0
1
一一一一頁。
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「
園
朝
建
芦
之
初
、
一
切
右
武
。
如
五
軍
都
督
、
宵
高
六
部
尚
書
一

階
。
在
外
都
司
衛
所
、
比
布
政
司
府
州
官
亦
然
。
:
:
:
承
平
日
久
、

無
用
武
事
、
則
其
勢
白
有
不
可
行
者
失
o
」

(
お
)
奥
山
憲
夫
『
明
代
軍
制
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
二

O
O三
年
、
四

一一一一百ハ
0

(
弘
)
『
従
先
維
俗
議
』
巻
二
一
。
「
先
因
兵
道
之
有
専
救
、
以
三
品
之
武
官

等
五
日
間
之
文
官
、
同
入
量
責
参
加
竿
中
。
府
比
非
奏
請
不
提
而
指
輝
則

量
情
可
責
也
。
白
是
指
揮
不
得
奥
府
正
同
参
失
。
継
因
巡
撫
之
粂
提

督
、
曾
同
鎮
守
総
兵
行
事
、
其
救
親
筋
兵
使
者
又
過
之
、
都
司
(
貫
軍

門
之
部
将
而
藩
泉
則
非
督
撫
之
属
官
也
o

自
是
都
司
退
而
従
藩
泉
之

後
失
。
縫
V
入
国
総
督
之
握
兵
符
、
策
制
線
兵
巡
撫
及
兵
巡
諸
道
。
其

救
楓
鎖
巡
V
A
過
之
。
綱
相
兵
不
廃
戎
装
之
参
而
藩
呆
依
然
方
面
之
龍
也
。

白
日
疋
二
司
準
而
分
線
兵
之
培
失
。
都
司
之
樫
既
降
、
各
街
安
得
而
不

降
哉
。
所
以
然
者
、
武
臣
以
折
衝
禦
侮
潟
遁
、
所
重
在
将
令
。
勢
不

得
執
憲
綱
以
擬
救
議
中
之
事
理
。
文
臣
以
承
流
宣
化
矯
道
、
所
重
在

令
甲
、
義
不
得
狂
近
例
以
蔑
憲
綱
中
之
章
程
。
」

(
お
)
文
脈
か
ら
す
れ
ば
都
指
揮
使
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
都

指
揮
使
は
、
文
官
の
布
政
使
・
按
察
使
と
と
も
に
省
に
置
か
れ
て
い

る
武
官
で
、
省
の
軍
務
を
司
る
。
品
級
は
一
止
二
品
で
、
布
政
使
・
按

察
使
よ
り
も
高
い
。

(
お
)
洪
武
年
間
以
来
編
纂
さ
れ
て
き
た
監
察
関
係
の
規
定
集
。

(
釘
)
『
従
先
維
俗
議
』
巻
二
ゴ
「
余
親
領
備
兵
南
詔
道
救
圭
一
日
中
、
載
文
官

五
日
間
以
下
、
武
官
三
品
以
下
、
軽
則
量
情
責
罰
、
重
則
参
奏
撃
問
。
」

な
お
、
兵
備
這
に
つ
い
て
は
、
小
川
向
『
明
代
都
察
院
健
制
の
研

究
』
汲
古
書
院
、
二

O
O
四
年
、
第
二
部
第
二
章
「
明
代
の
兵
備

這
」
参
照
。

(
お
)
朱
紘
『
壁
徐
雑
集
』
巻
一
、
玉
音
、
「
南
義
軍
門
」
「
漸
江
巡
撫
」
0

奥
山
憲
夫
前
掲
注
(
お
)
書
、
四

O
二
l
四
O
三
頁
。

(
却
)
『
白
玉
明
制
書
』
所
収
の
「
憲
綱
」
に
牧
録
さ
れ
る
「
出
巡
拝
見
嘘

儀
」
に
は
、
「
其
指
揮
・
運
使
・
運
同
・
知
府
・
知
州
、
問
答
之
際
、

不
許
行
脆
礎
」
と
あ
る
。
「
憲
綱
」
に
つ
い
て
は
、
小
川
向
『
明
代

地
方
監
察
制
度
の
研
究
」
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
、
第
九
章
「
明

代
の
監
察
法
規
|
|
憲
綱
と
巡
按
事
宜
」
参
照
。

(ω)
胡
世
寧
「
守
令
定
例
疏
」
『
皇
明
一
経
世
文
編
』
巻
一
百
三
十
六
所

牧
。
「
先
朝
考
定
憲
綱
一
主
目
、
以
矯
玲
式
。
:
:
:
今
則
蒋
泉
守
令
、

皆
不
得
専
行
其
職
、
而
事
皆
盲
一
玄
叩
於
巡
按
失
。
:
:
:
相
見
之
際
、
知

府
以
下
、
長
脆
不
起
、
布
政
以
下
、
列
位
随
行
、
甚
者
答
磨
之
際
、

皆
術
首
一
全
膝
、
名
目
扶
手
而
賓
屈
伏
如
秤
脆
失
o
」

(
叫
)
三
透
督
撫
と
は
、
針
モ
ン
ゴ
ル
防
衛
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
延

綬
・
寧
夏
・
甘
粛
の
軍
務
を
統
括
す
る
「
線
制
」
(
の
ち
に
「
総

督
」
)
の
職
を
い
う
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
開
文
護
・
顔
康
文

『
明
代
政
治
制
度
研
究
」
中
岡
枇
舎
科
早
出
版
枇
、
一
九
九
五
年
、

七
五
1
七
九
頁
、
参
照
。

(
必
)
原
文
は
「
母
得
純
用
兵
主
敵
種
」
0

「
兵
主
敵
櫨
」
で
は
音
山
味
が
遁

じ
な
い
の
で
、
「
賓
主
」
と
解
稗
し
た
。

(
刊
日
)
租
先
の
軍
功
に
よ
り
、
公
・
侯
・
伯
な
ど
の
世
襲
の
地
位
を
も
ち
、

軍
職
に
任
じ
ら
れ
る
人
々
。
谷
光
隆
「
明
代
の
勤
臣
に
闘
す
る
一
考

察
」
『
東
洋
史
研
究
」
二
九
巻
四
援
、
会
九
七
一
年
、
参
照
。

(
叫
)
『
湧
瞳
小
口
問
』
文
化
委
術
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
七
一
j
i
l
l
-

一

七
二
頁
。
「
撫
操
経
過
所
督
地
方
要
謁
見
、
至
大
門
外
下
橋
、
由
中
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門
入
、
後
堂
相
見
、
軍
門
上
坐
、
撫
操
列
坐
、
其
送
迎
、
軍
門
至
大

門
外
看
輪
。
各
線
兵
照
撫
操
事
例
、
移
文
供
用
印
信
星
文
、
相
見
介

由
円
行
脆
、
動
臣
亦
由
芳
門
庭
点
昔
、
其
隆
重
如
此
。
然
組
兵
行
脆
、
動

臣
庭
参
、
亦
太
甚
失
。
至
近
日
、
操
撫
皆
稀
軍
門
、
御
史
撞
参
将
、

陵
情
又
将
何
極
。
」

(
釘
)
『
寓
暦
野
獲
編
』
巻
二
十
二
、
「
提
督
軍
務
」
、
中
華
書
局
、
一
九

五
九
年
、
五
五
回
頁
。
「
武
臣
以
線
兵
宵
潟
極
重
。
先
朝
公
侯
伯
専

征
者
、
皆
列
尚
書
之
上
。
白
線
督
建
後
、
練
兵
裏
奉
約
束
、
剖
世
爵

倶
不
克
庭
趨
。
其
後
漸
以
流
官
充
線
鎮
、
秩
位
盆
卑
、
首
叔
日
撫
到
任

之
初
、
兜
墾
執
役
、
叩
首
而
出
、
継
易
冠
帯
粛
謁
、
乃
加
稽
貌
罵
o
」

(
必
)
同
右
、
巻
十
九
、
「
按
臣
公
口
将
領
地
」
、
四
九
五
l
四
九
六
頁
。

(
幻
)
「
老
爺
」
「
小
的
」
と
い
っ
た
語
に
伴
う
従
属
的
な
感
覚
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
『
老
爺
」
と
『
相
公
」
」
山
本
英
史
編
『
惇
統
中
園
の
地

域
像
』
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
舎
、
二

O
O
O年
、
参
照
。

(
必
)
服
役
的
性
格
と
「
賎
」
の
感
覚
の
閥
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清

代
に
お
け
る
『
賎
』
の
観
念
|
|
目
指
冒
考
問
題
を
中
心
に
|
|
」

『
束
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
四
冊
、
二

O
O三
年
、
参
照
。

(
羽
)
斬
潤
成
『
明
朝
線
督
巡
撫
轄
匝
研
究
』
天
津
山
籍
出
版
祉
、
一
九

九
六
年
、
奥
山
憲
夫
前
掲
注
(
お
)
書
、
第
皿
部
、
な
ど
、
参
照
。

(
印
)
『
明
清
棺
案
』
第
二
皿
刷
所
収
。
「
査
前
朝
府
豚
原
執
鎖
臣
属
躍
、
白

洪
武
定
制
相
沿
武
百
飴
年
、
無
有
能
易
者
。
惟
至
隆
高
之
閥
、
承
平
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久
而
武
戦
軽
。
府
際
貌
覗
鎮
守
、
径
投
刺
往
拝
、
相
見
則
長
揖
、
間

有
文
移
往
来
則
用
手
本
平
行
健
式
、
然
亦
有
査
照
奮
例
毅
然
振
作
者
、

府
豚
亦
唯
唯
聴
ム
叩
、
則
知
鎮
守
之
輿
府
豚
、
爵
有
崇
卑
、
白
不
能
相

抗
也
。
忽
於
去
蝋
接
青
州
府
公
文
査
角
、
用
手
本
平
行
字
様
、
同
日

又
接
莱
州
府
公
文
萱
角
、
亦
用
手
本
平
行
。
本
銀
念
府
係
文
職
、
彼

鼠
不
欲
以
上
司
待
我
、
即
易
牌
潟
都
子
、
精
一
不
不
可
荷
札
之
意
。
乃

莱
州
府
後
於
解
剖
公
文
中
偶
及
街
円
程
統
而
謂
本
鎮
膝
以
街
付
斥
罪
、

亦
可
見
其
不
知
量
失
。
煩
行
各
府
確
遵
奮
例
、
勿
生
手
端
。
」

(
日
)
同
右
「
臣
且
字
浅
寡
問
、
不
能
折
中
其
曜
、
伏
乞
紋
下
該
部
稽
諸
奮

主
早
戎
円
力
定
儀
節
。
」

(
臼
)
原
文
は
順
治
八
年
二
月
二
十
七
日
付
、
『
明
清
槍
案
』
第
四
冊
所

牧
。
な
お
金
聾
桓
の
い
う
「
救
童
日
」
に
つ
い
て
は
、
順
治
九
年
か
ら

十
一
年
頃
に
文
武
諸
官
に
輿
え
ら
れ
た
「
救
書
」
の
原
稿
を
、
『
明

清
棺
案
』
第
一
四
冊
か
ら
一
八
冊
に
か
な
り
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

る。

(
臼
)
前
掲
注
(
沼
)
「
潅
正
朝
起
居
注
冊
』
第
一
冊
、
七
一
一
一
頁
、
羅
正

四
年
四
月
十
一
二

H
の
上
議
。

(
川
崎
)
『
仁
宗
賓
録
』
巻
三
百
三
十
七
、
嘉
慶
二
十
二
(
一
八
一
七
)
年

十
二
月
半
未
の
上
議
。

(
日
)
『
宮
中
槍
羅
正
朝
奏
摺
』
第
五
輯
、
国
立
故
宵
博
物
院
、
一
九
七

八
年
、
五
六
八
頁
、
嘉
正
四
年
正
月
二
十
九
日
丁
士
傑
奏
摺
。



necessary to pay further attention to posthumous names. At the same time, we

need to be aware of the fact that in the Tang edicts the founder of the dynasty,

Gaozu, was honored as Wu~, and Taizong was accorded the name Wen X.

ON THE EARLY-QING WENWU XIANGJIANYI ZHU

KISHIMOTO Mio

In contrast to the custom of esteeming civilian officials and disdaining military

officials that occurred in the late Ming, the status of military officials rose in the

early Qing, and accompanying this change were considerable changes in ritual eti­

quette for meetings between civilian and military officials that was noted by people

of the time. However, the process of the revision of the regulations concerning

meetings between military and civilian officials of the Qing dynasty was no simple

matter. The foundations of the changes were only established after several

attempts at revision during the Shunzhi era.

The regulations that went by the name Wenwu xiangjianyi zhu x~*§~fli1

(Notes on the Ritual Etiquette for Meetings between Civilian and Military Officials)

was a combination of various elements, such as rules that stipulated where and

when a visitor was to get off a horse or palanquin, how the visitor was to be seen

off, the gate to be used, the clothing, the ritual greeting, seating arrangements,

the style of writing to be used in corresponding with officials, and the type of

document to submit in an interview with an official--all of which can be divided into

three types: 1) relations between social equals, 2) relations between unequal par­

ties, and 3) relations between subordinates and their superiors. Between civilian

and military officials, these relationships were not firmly set in terms of the hierar­

chy of ranks and offices and there was asymmetry in the supremacy of civilian offi­

cials. For example, in regard to the Governor General ~!tff, the top regional civi­

lian official, regional military officials within his jurisdiction performed the ritual eti­

quette of a subordinate, but in contrast, civilian officials of the rank of Provincial

Administration Commissioner /fJJ~it and below seldom followed the rites of sub­

ordinates toward the Provincial Military Commander 1! tff , who was the highest

ranking regional military official.

The ritual etiquette of a subordinate that military officials performed in regard

to civilian officials spread with the regularization of the dispatch of civilian officials

such as Governors General ~i~tff and Provincial Governors ~~ in the late Ming to
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take comprehensive control of regional military affairs, and the problem of ritual

etiquette to be performed between civilian and military officials was deeply related

to the entire range of relationships between civilian and military officials in the

provinces. In early Qing times the actual power of military officials such as Re­

gional Commanders *j~:% if grew, but suppressing anti-Qing forces effectively us­

ing the military power led by these kinds of military officials and at the same time

suppressing their high-handed behavior by placing them under control of the cen­

ter became important tasks for the Qing dynasty. The process of settling system

of Wenwu xiangjianyi zhu meant a reorganization of the entire sphere of regional

officialdom and this can be seen as reflecting an attempt by the Qing dynasty to

stabilize the situation through this visualization of it through ritual etiquette.

THE RUSSO-QING TRADE IN CENTRAL
ASIA AND THE KAZAKH STEPPE

NODAJin

When the power of the Junghars declined in the mid 18th century, the possibil­

ity of building trade ties between Western Siberia on the Russian side and Xinjiang

on the Qing side was heightened. The Kazakhs were particularly involved in the

international commerce in IIi and Tarbagatai in northern Xinjiang. In addition to

playing a role in the transit trade between Qing and Russia, they served as inter­

mediaries when trading parties enter Xinjiang from Western Siberia, and they

were also involved in the trade as plunderers when those trading parties had to

cross the Kazakh steppe.

In background to the establishment of this trade structure was the difference

between the Russian and Qing policies toward Central Asia. Although in reality

Kazakhs and Khoqand merchants were intermediaries in the flow of goods and

people between Western Siberia and Xinjiang, the Qing dynasty would not officially

recognize the entry of Russian merchants or products. On the other hand, Russia

dispatched trading parties from the first and assigned Cossack battalions to defend

against Kazakh raids, and thus Russia's positive stance was clear.

The aggressive moves made by the Russian empire were closely linked to the

development of its political rule over the Kazakh steppe. Russia began to establish

administrative districts in the nomadic pasturelands known as the Middle Zhuz in

1822, and the nomadic Kazakhs were thereby incorporated under Russian rule,
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